
モンゴル時代ウイグリスタンの税役制度と徴税システム

松 井 太

はじめに

ウイグリスタン（０３・ｉ｛ｉｒｉｓｔｉｎ｝とは「ウイグルの地」を意味するペルシア語であり，具体的には西ウ

イグル王国領，すなわちトゥルファン盆地を中心とする東部天山地方をさす．モンゴル帝国がューラ

シアの大半を支配下に治めた西暦１３～１４世紀には，ウイグリスタンもモンゴルの支配下におかれるこ

ととなった．ウイグリスタンにおけるモンゴル支配の実態を解明するためには，ペルシア語・漢語編

纂史料中の情報だけでなく，１９世紀末以降の世界各国の調査によりウイグリスタン現地から発掘将来

されたいわゆるウイグル語文書を歴史学的に利用することが必要である．

そこで本稿は，これらのウイグル語世俗文書を主要な史料として，モンゴル支配下のウイグリスタ

ンにおける税役制度，とくに徴税システムに関わる諸側面の剔出・再構成を試みる．また，本４我で利

用するウイグル語文書のうち計１０件（ＴａｔｓＡ-Ｊ）について，筆者の原文書調査に基づくテキスト転写・

和訳・語註・写真複製を資料編において提示し（ｌｔ諸方面の利用に供する．

１，モンゴル時代ウイグリスタンにおける「正税・正役」

本章では，本稿での検討作業の前提としてのモンゴル時代ウイグリスタンにおける「税役制度」の

存在を，先行研究および編纂史料・出土文書から確認する．

（１）編纂史料にみるウイグリスタン税役制度

チンギス＝カン（ｅｉｎｇｇｉｓ-ｑａｎ，ｒ．１２０６-２７）によるモンゴル帝国の草創の後まもなく，西ウイグル王国は

モンゴルに投降し（１；！０９），その支配をうけいれた．

モンゴル支配下の諸政権・附諸国は，①人質の提出，②軍事活動への協力，③税糧・軍糧の納入，

④駅伝設置，⑤戸籍調査，⑥ダルガ（ｍｏ．ｄａｌ・ｌｌＹａ（亘）＞ｕｉｇ，ｔａｎｌＴａ（ａ）～ｐｅｒａ（ｌａｒｉｉ如～ｃｈｉｎ．達魯花赤，「総

督，代官」の意）の設置，⑦君主の朝見と臣従の表明，という７項目の義務を課された．この支配原

則 に 関 す る 史 料 Ａ １ ～ Ａ ４ を 以 下 に 掲 げ， Ａ ３ ・ Ａ ４ 中 で は 前 述 の 諸 義 務 と の 対 応 を 【 】 で 示 す．

Ａ１：『高麗史』巻２６，元宗９年＝至元５年（１２６８）３月

壬申，蒙古遣北京路徳管兼大定府尹于也孫脱（Ｙｉｓｉｉｉｌ-Ｔｏ’ａ）・疆部郎中孟申等，来詔日：「‥‥‥

惟我太祖成吉思皇帝制度，凡内属之國，納質・助軍・輸糧・設騨・供戸数籍・置連魯花赤，巳嘗

明諭之矣」．

（１）本稿におけるウイグル語転写は翻字と標準的発音表記とを折衷したＳＵＫ２の方式におおむね準拠し，その
他の諸言語については慣用の方式に従い，漢字中古音の再構形式はＢ．Ｋ；ｌｒｌｇｒｅｎ．Ｇｒ，ｚ。１，ｓなＩＳ。汝ａｊｉ。ｓ，ｓα

（Ｓｔｏｃｋｈｏｌｌ１１，１９５７）に従う。原文轡の破損峡落や和訳に関しては前稿［松＃１９９８ｂ．ｐ．１３］の凡例を参照，なお。

貴璽な史料の公刊を許可されたベルリン＝ブランデンプルク科学アカデミー（ＢＢＡＷ）に深甚の謝意を表する。
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Ａ２：『元史』巻２０９，安南伝，至元４年（１２６７）９月

未幾，復下詔諭以六事：一，君長親朝；二，子弟入質；三，編民敷；四，出軍役；五，輸納税賦；

六 ， 働 置 達 魯 花 赤 統 治 之．

Ａ３：『世界征服者史（７１吻-ｊ＆尨昭ｚｚＭ）』（Ｔ６／ＱＩ，２５；Ｔ６／Ｂｏｙｌｅ，１）ｐ．３３-３４；川本２０００，ｐ．４０］

諸地域と人民が彼ら（モンゴル）の支配下に入ると，（軍制と）同じ確立された慣行により，人

ロ調査（ｋｍａｒ）を行ない，全ての人々を十・百・千単位に分け【⑤】，正税（ｍｌ）【③】以外に軍

役（ｌａｉｋａｒ）【②】・駅路（ｙａｍ＜ｍｏｊａｍ）【④】・臨時経費（ｉｂｒ哩ａｔ）・糧稼（‘ｕｌａ訟）【③】を出さ

せた，これらの重荷の上にさらにクプチル（ｑｉｉｂ酔ｒｉ～ｔｌ屡（ｌｕｐａｒ＜ｍｏ．（ｌｔｌｂｌｉｌう税を課した．

Ａ４：カルピニ（ｂｌｌａｎｎｅｓｄｅＰｌａｎｏＣａｒｐｉｎｉ，Ｈ８０？-１２５２）『モンゴル人の歴史碑£白痴ｊ１如１即応ａｓ』』

第７章（護１９６５，１）ｐ．４８-５２１．

もし出来たらあらゆる民族を従属させるべし，というチンギス＝カンの命令がありますので，タ

ルタル人は自分たちに降伏する者以外とは決して講和いたしません．クルクル人は，それらの民

族に対して次の要求をいたします．すなわち，まず，クルクル人がそれを望むなら，彼らはタル

タル軍に入って，クルクル人と共に他の如何なる民族に向っても出軍せねばならぬ【②】，第二

に，彼らは，財産のみならず人間をも，あらゆるものの１０分の１を引き渡さねばならぬ，という

のです【③】．‥‥‥クルクル人はまた，使いを出して諸国の支配者を呼び寄せ，一刻の猶予も

なくクルクル人のところへ来るように命じます【⑦】．‥‥‥クルクル人は，帰国させてやった

者たちからは，その息子または兄弟を送るよう強要して，それ以後，決してこれらを釈放いたし

ません【①】．‥‥‥クルクル人は，その帰国させてやった者の国々に，クルクル人自身のバス

タキ（２）つまり長官を置きます．するとその国の支配者は，他の民衆と同様に，この長官の命令に

従わねばなりません．どこかの都市または国の人々がこれらバスタキの望むことを実行せぬと，

バスタキは彼らをクルクル人に対して忠実でないというかどで責め立てます【⑥】．

史料Ａ１で第５代皇帝クビライ（Ｑｕｂｎ１１ＵＪ２６０-９４）が①～⑥の諸義務を「太祖成吉思（ｅｉｎｇｇｉｓ）皇帝

制度」と呼んでいることは，この支配原則がチンギス時代に定められたことを推測させる【ｃｆ．ＡＩｌｓｅｎ

１９８３，ｐ．２６１１．これらのうち，税役制度と密接に関わる③税糧・軍糧の納入，⑤戸籍調査，⑥ダルガ

の設置が，モンゴル時代のウイグリスタンにおいてどの程度まで履行されたかを以下に検証する．

まず⑤ダルガの設置は，上記７項目の義務のうち②軍事活動への協力，③税糧の納入，④駅伝設置，

⑤戸籍調査を履行・実施させる上での関鍵となり，いわばモンゴル支配のかなめである［ｃ£１３ａｒｔｈｏｌｄ，

；ｒｉ４４むなｉｚｌ，ｐ，４０１；ＡＩｌｓｅｎ四１１３，ｐ．２６１１．ウイグリスタン地域でも，ビシュバリク（Ｂｉｉ-ｂａｌｉｑ＞ｃｈｉｎ．別失

ハ里～別十八里）・独山城・坤聞などの諸城市には，チンギスおよび第２代皇帝オゴデイ（６９６ｄｅｉ，ｒ．

１２２９４１）時代，すでにダルガが派遣されていた（『元史』巻１５０，石抹也先伝；同巻１２４，吟剌亦喰赤

北魯伝；同巻１３４，昔班伝）．さらにウイグル語出土文書に目を転じれば，オゴデイ１０年戊戌（１２３８）に
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（２）バスタキはｍｏＪａｎｌＴａに相当するｔＵ．ｂａｓｑａｑの靴音である｛護１５｝６５，ｐ．１０６］



年代比定される契約文書ＳＵＫＡｄ０１（＝ＵＲＤＮ０．３，１ｉｎｅｌ３ｖ）にはａｍｂｉｂ虚ｃ１１１１ｒｕ７１１-ｌａｒｉｎｇａｒアムピ城の

ダルガたちに」という記載がみえる．このアムビ城（ＡｍｂＦｂｄｑ）はトゥルファンの西３５里に位置する

俺石（＞１１屡ｙｉｍｉｉ）の南の俺鼻城に比定される［梅村１９７７ａ，ｐｐ．０１３，０１４；ＳＵＫ２，ｐ．１１７１．またＳＵＫ

Ｍｉ０３（＝ＵＳｐ１１６，ｎｎ・＝１６）には抽ｋとａｎ！１１１１ｒｕ７ａ「リュクチュングのダルガ」が現われる．Ｍｉ０３はいわゆ

るイネチ（ｌｎ記ｉ）文書の１つで１３世紀中に比定され［梅村１９７７ａ，Ｐｐ．０ＨＩ-０２２１，リュクチュング（ルク

チュン，柳中～呂中）は唐代以来のトゥルファン盆地の主要城市の１つである．これらウイグリスタ

ン内のダルガたちが徴税を任務としたことはほぼ確実である（３ｔ現に１４世紀初頭以降のチャガタイ＝ウ

ルス支配期においても，チャガタイ家当主エルジギデイ（Ｅｌｊｉｇｉｄｅｉ，Ｉ’．１：３２７-３０）時代にウイグリスタンの

冬都高昌（＞ｕｉｇ．Ｑｏ１５０）に派遣されたダルガがカラン税（ｑａｌａｎ）の賦課・免除を決定していたことが，ウ

イグル語免税請願書Ｕ５２１１２（ｌｉｎｅｓ２３-２４：Ａｒｉｌｔ１９３７）から知られる（４ｔ

次に，ウイグリスタンでの③税糧・軍糧の納入と⑤戸籍調査に関わる編纂史料中の記事を検討する．

オゴデイ時代，モンゴル帝国は征服地を換地（ｔｕ．Ｑｉｔａｙ＞ｐｅｒｓ．Ｕｉｔｉｙ）・中央アジア・イランの３方面に

区画し，漢籍では「行尚書省」と称される統治機関を設けた．この３分割統治体制は，第３代皇帝グ

ュク（Ｇａｙｔｉｇ，ｒ．１２４６-４８）時代を経て第４代皇帝モンケ（Ｍ６ｎｇｌｃ・・，ｒＪ：２５１-５９）時代にも引き継がれた．以

下の史料Ｂ・Ｃは，このオゴデイ・モンケ期の３分割統治体制に関するものである（ｃｆ．佐ロ１９４３，ｐｐ．

２７-２９；前田１９４５＝前田１９７３，ｐｌ，．ｌｊ５６-１５７；安部１９５５，ｐｌ）メ４-５１；本田１９６７＝本田１９９１，ｐＰ．１０１-１０３；

ＡＩｌｓｅｎ１９８：り）．２６２１，

Ｂ：『集史』オゴデイ紀【６Ｔ／Ｔｌｉｊｊ５５ａ；６Ｔ／ＲＭＩ，７０５】

［オゴデイ＝］カーン（ｑａｎ＜ｍｏ・ｑａＴａｎ）は漢地の全州ａｎａｍａｎｋ-ｉｌｊｉｔｉｉｙ）を宰相マフムード＝ヤラヴァ

チ（Ｍａｂｍ｛ｌｄＹａｌａｖ哩｝に委任した（ｔａ§ｉｍｉ§ｉ旨ｍａｄａｂａｄ）．そしてウイグリスタン地域（ｖｉｌａｙａｔ-ｉ

ｏｙ仙ｒｉｓｔａｎ）であるビシュバリク（Ｂｇ-ｂ崖ｑ＜Ｂａ-ｂａｎｑ）と高昌（ＱａｒａＵ峰ａ＜ＱａｒａＱｏｉ５ｏ），コータン

（Ｕｕｔａｎ），カシュガル（Ｋｇｉａｒ），アルマリク（Ａｈｎ北ｑ＜ＡｌｍａｌｉＴ），カヤリク（（２ａｙ節ｑ＜（おｙａｌｉ７），サ

マルカンド，プハラから，ジャイフーン［河］の岸まで［の地域］を，ヤラヴァチの息子マスー

ド＝ベグ（Ｍ・１ｓ‘｛ｉｄ-Ｂｅｇ｝に［委任し］，またホラーサーンからルームとディヤルバクルの境（ｓａｒｂａｄ）

まで［の地域］をアミール＝コルクズ（Ｋｉｉｒｋａｚ＜Ｋ６ｒｋｉｉｚ）に［委任した］．そしてこの全地域の徴収

された税（ａｍｖａｌ）の全ては国庫（ｂａｚｉｎａ）に送られていた．

ｃ：『世界征服者史』【Ｔ６／ＱⅢ，７２-７３；Ｔ６／ｌｌｏｙｌｅ，ｐｌ，．５９６-５９７】

［モンケは］諸税の査定（ｔａｑｒｉｆ-ｉａｍｖｌ）と人々の名前の登録のために，知事（肺ｋｉｍｉｎ）・軍政官

（３）以上，佐口【１９４３，ｐｐ．２４-２６１，安部（１９５１ｐｌ）．３２-３４１，梅村μ５｝７７ｂ，ｐｐ．０１６-０１７１，ＡＩｌｓｅｎ【１９８：乱ｐ．２５２１の所論

も参照．ただし，佐口・安部・ＡＵｓｅｎが引用するウイグル文書中の用例はＲａｄｌｏｆｆ【ＵＳｐ】の誤読を踏襲してお
り，また梅村の解読案もＳＵＫ２によって修正されているので注意を要する．

（４）本処のエルジギデイＩＥＩＪｉｇｉｄｅｉ（～ｔｌｉｇ．ｎａｉｇｉｄｉｉｙ）は語頭部分が訣落しており，これをＲａｄｌｏｆｆは６ｇａｄａｙ（～６９６ｄｅｉ）
と誤読した（ＵＳｐ２２），この誤読は，つとにＡｒａｔ【１９３７】によって訂正されたにもかかわらず，多くの研究者は

Ｒａｄｌｏｆｆの解読を無批判に受け容れ，オゴデイ時代の状況に関連する記事として引用している【Ｃｌａｒｋ１９７５ａ，ｎ．

９１．なおＣｌａｒｋが列挙する以外に，佐ロ（１９４３１，安部μ９５５，ｐｌ）．３３-３４１，梅村【１９７’７・１，ｐＪ１３１，Ａ１１ｓｅｎ【１９８３，ｐ．

２５２１もこのＵＳＰの誤訳に基づいて議論しており，いずれも訂正を要する．
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ａａｈｎａｇｉｎ）・書記たち（ｋａｔａｂａ）を任命した．第５気候帯の起点であるアム河の岸から第１気候帯

にあたる漢地（Ｕｉｔａｙ）の最遠点に至るまでの東方諸国を，大宰相（拝ｈｉｂ４ｍｌｌ‘ａｚｚａｍ）のマフムード＝

ヤラヴァチとその真の相続者マスード＝ベグとに従前通り委任した．‥‥‥マーワラーアンナフ

ル，トルキスタン（Ｔｕｒｋｉｓｔｉｎ），オトラル，ウイグル諸都市（ｂｉｌｉｄ-ｉｕｙがｉｒ），コータン（Ｕｕｔａｎ），カ

シュガル（Ｋｉｉ咄ａｒ），ジャンド，ホラズム，フェルガナはマスード＝ペグに［委任した］．

史料Ｃは，中央アジア統治機関「ビシュバリク等処行尚書省」の成立を伝える『元史』巻３，憲宗

本紀の「元年（１２５１）夏六月‥‥‥以訥懐（Ｎｏｑａｉ）・塔制海（Ｔｉｌｌａｑａｉ）・麻速忽（Ｍ・ｌｓ‘｛ｉｄ（-Ｂｅｇ））等充別失

ハ里（Ｂｉ§-ｂａＵｑ）等處行尚書省事，暗都制（Ａｂｄｕ謳ｈ）・几尊・阿合馬（Ａｈｍａｄ）・也的沙（Ｙａｉ一砧ｈ？）佐之」

に対応する．また『集史』モンケ紀にも史料Ｃとほぼ同内容の記事がみえ，そこではマスード＝ベグ

の担当地域が（トルキスタン諸都市ゆｉｌａｄ-ｉＴｕｒｋｉｓｔａｎ），マーワラーアンナフル，ウイグル諸都市（ｂｉｌ記-

ｉＯｙｉａｒ），フェルガナ，ホラズム」と言い換えられている１６Ｔ／ＲＭＩＬ８４２-８４３１．以上の史料Ｂ・Ｃお

よび関連する『集史』記事からは，オゴデイ時代からモンケ時代にかけて，ウイグリスタンがマスー

ド＝ベグの徴税・戸籍調査担当地域に含まれ，また徴収された税がモンゴル中央政府の国庫へ送られ

たことが確認できる．

さらに次の史料Ｄ・Ｅ・Ｆも，オゴデイ・モンケ時代のウイグリスタンでの税役制度の実態をうか

が わ せ る．

Ｄ：『通制條格』巻２，戸令・戸例

回回・畏吾見戸，欽奉先帝聖旨：「不棟甚座人底民戸，州城内去了的人，只那住的地面内，和那

本處民戸，差我・鋪馬・祗唐一健富者．那根脚千戸・百戸内有的渾家・大小人口毎，千戸・百戸

内也教依落健例内密差登者」仰収係科差．如回回戸内，有新谷出軍戸数，至日開除．

Ｅ：『元典章』巻１７，戸部３，戸計・籍冊・戸ロ條甕

回回・畏吾児戸，欽奉先帝聖旨：「不抜甚座人底民戸，州城裏去了的人，只那住的地面裏，和那

本処民戸，差我・鋪馬・祗岩一般富者．那根脚千戸・百戸裏有底渾家・孜見人ロ毎，千戸・百戸

裏也教依落体例裏営差登者」仰収係科差．如回回戸内，有新倉出軍戸数，至日開除．

Ｆ：王憚『秋澗先生大全文集』巻８８，烏盗筆補，焉在都回回戸不納差税事状

切見，中都親管民戸，毎歳供給和買夫役一切等事，比之他路，官焉繁重．今健察到，本路回回人

戸，自壬子年元籍井中統四年檀抄計二千九百五十三戸，於内多係富商大賢勢要兼井之家．其買販

管運百色，侵奪民利，並無分毫差役．照得，欽奉先帝聖旨節該：「斡脱倣買寅畏吾見・木速児蜃
回回，交本住處千戸・百戸裏去者．若柳有田産物業不去呵，巳前聖旨健例裏，見住處不棟大小差

我鋪馬祗廳，典民戸̶健富者」，欽此．合無照依累降聖旨處分事意，取會見敷，分詰定奪験賞有

気力，奥民一腰富差．庶得協済貧乏，不致寡損．披此．合行糾呈施行．

ほぼ同文の史料Ｄ・Ｅは，至元８年（１２７１）３月の戸ロ調査に際して頒行された条画（條画）の一部
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である（『元史』世祖本紀「命尚書省，閲賞天下戸口，頒条復路天下」）．また史料Ｆは著者王憚が監

察御史に在任していた至元５～９年（１２６８～７２）間の上言である．つまり史料Ｄ・Ｅ・Ｆは共通してク

ビライ時代初期に属するものであり，引用される「先帝聖旨」とはモンケ発行の聖旨となる．このモ

ンケ聖旨はＤ・ＥとＦとでは若干文面が異なるが，「根脚（＜ｍｏ．ｕｉａＴｕｒ）；本住處」つまり本籍地・本

貫地から離れ，あるいはオルトク㈲，ｏｒｔｏｑ＞ｐｅｒｓ．ｕｒｔｉｑ～ｃｈｉｎ．斡脱）すなわちモンゴルの御用商人と

して商業活勁を行なうウイグル（畏吾見）・ムスリム（回回・木速児蜃（＜ｐｅｒｓ．ｍｔｌｓｌｍｉｉｎ）回回）（５’が

本籍地・移住先双方で税役を負担していないことを問題視し，彼らの戸籍登録と税役負担原則を定め

るという内容は共通しており，本来は同一のモンゴル語聖旨を換訳・引用したものと考えられる．

このモンケ聖旨にみえるウイグル・ムスリムの税役負担原則とは，①漢地への移住者は本籍地の千

戸・百戸に帰還する，②本貸地に帰還しない１易合は移住先で差発・鋪馬・祗応を負担する，③本籍地

の千戸・百戸に残留している彼らの妻子はそのまま本籍地で差発を負担する，という３点にまとめら

れる．そして，この原則は「薔睦例；已前聖旨健例」に依拠したものという．すなわち，ウイグル人

の「根脚・本住處」＝ウイグリスタンでは，住民が「千戸・百戸」に編成され恒常的に「差稜」つま

り税役を負担することがモンケ以前に制度化されており，この原則がモンケ時代にも再確認されたの

である．これは，モンゴル支配地域の住民が十・百・千単位に分けられて種々の税を課されたという

前掲史料Ａ３，オゴデイ時代にウイグリスタンで徴税が実施されたという史料Ｂ，さらにモンケ即位

後ふたたびマスード＝ペグにウイグリスタンでの「諸税の査定と人々の名前の登録」を担当させたと

いう史料Ｃと，明らかに照応する．

ところで，史料Ｄ・Ｅはクビライ至元８年（１２７１）に公布された条画の一部であるから，ウイグル住

民の税役制度に関するモンケ時代の政策はクビライ時代にも継承されたこととなる．さらに，クビラ

イ時代のウイグリスタンの税役制度に関する記事を『元史』世祖本紀から列挙する．

Ｇ：（至元１６年（１２７９）５月）命於畏吾界内計畝輸税．

Ｈ：（至元１７年（１２８０）２月）合剌所部和州等城焉叛兵所掠．賜妙給之，働免其民差役三年．

Ｉ （同上７月）以禿古滅軍劫食火拙畏吾城禾，民餓，命官給騨馬之費，働免其賦税三年．

史料Ｇは「畏吾（Ｕｙ７ｕｒ）界」つまりウイグリスタンにおける検地の実施と，その結果に基づいて納

税額が決定されたことを伝える．史料Ｉのトゥグメ（ｃｈｉｎ．禿古滅＜ｍｏ．’Ｉ｀Ｕｇｍｅ）はグュクの子あるい

は孫であり【ｃＥ松田１９９６，ｐｌ，．２４，３５１，クビライに敵対するカイドウ（Ｑａｉｄｕ）・ドウア（Ｄｕ’ａ）勢力に属

していた．史料Ｈの「合剌所部和州」はおそらく「合剌和州（＜Ｑａｒａ-Ｑｏａｏ）』の誤りであり，史料Ｉの

（５）史料Ｆ当該部分の解釈については安部【１９５５．終章，ｐＰ．１１-１２１・森安【１９９７ａ．ｐ．３６１に従う．モンゴル時代
の 漢 籍 史 料 中 の 「 回 回 」 に は ， ① ウ イグル 人 （ そ の 大 多 数 は 仏 教 徒 ） ， ② 中 央 ア ジ ア の テ ュ ル ク 系 住 民 ， ③

中 央 ア ジ ア 住 民 一 般 ， ④ い わ ゆ る 色 目 人 （ 中 央 ア ジ ア ・ 西 ア ジ ア 出 身 者 ） ， ⑤ ム スリム 一 般 ， の ５ 通 り の 用

例があり，状況をふまえて解釈する必要がある［森安１９９７ｂ，ｐ．１２３１１．ただしクビライ時代以降の用例につ
いて は ⑤ ム スリム と 考 えて ま ず 大 過 な い．
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「火拙畏吾（＜Ｑｏｉ５ｏ-Ｕｙ‘ｙｕｒ）城」と同じく高昌をさすと思われる．つまり史料Ｈ・Ｉは，カイドウ勢力

の攻撃により疲弊した高昌の「差役・賦税」を３年間減免することを元政府が決定したことを伝える

ものであるが６），これを換言すれば，ウイグリスタンの中心都市高昌の住民には年単位で税役が賦課

されており，その免除はモンゴル政府により決定・承認されていたことになる．

この他，元貞元年（１２９５）閏４月の第６代皇帝テムル（Ｔｅｍｕｒ，ｒ．１２９４-１３０７）聖旨に付随する条画

（『元典章』巻２４・戸部１０・租税，僧道租税体例）もウイグリスタンにおける税役の存在を示す．

Ｊ：西番（Ｔ６ｂｉｉｄ）・漢児・畏瓦児（Ｕ３・Ｔｕｒ）・雲南田地裏和尚・也里可温化ｒｋｅ’ａｎ）・先生・答失蛮

（ｄａｉｍａｎ＜ｐｅｒｓ．ｄｉｎｉｉｍａｎｄ），擬自元貞元年正月以前，恋有己未納地税地土，尽行除免税石．今後

績置或影占地土，依例随地征税．

この条画は仏教・ネストリウス派キリスト教・道教・イスラームなどの諸教団が所有する田地に対

する免税・課税措置を述べたものである．この条画が対象とする宗教教団は「チペット（西番）・漢

人・ウイグル（畏几児）・雲南の各地」所在と明記される．換言すれば，元政府は１３世紀末のウイグ

リスタンの宗教教団についても地税を賦課していたことが明らかとなる．

以上の編纂史料中の情報を総括すれば，モンゴルに投降して以後のウイグル王国領＝ウイグリスタ

ンでは，１３世紀を通じて，モンゴル政権から派遣されたダルガなどの行政官の監督のもとで戸籍調査・

検地が行なわれ，住民が原則的に十進法的住民組織（千戸・百戸）に編成され，漢文史料中では「差

登；差役；賦税」と呼ばれる種々の税役が賦課されたことが確認できる．１４世紀前半以降のチャガタ

イ＝ウルス支配時代［松＃１９９８ｂ，ｐｐ．９，１０］については編纂史料中に徴すべき情報がみられない．しか

し，さきに言及したウイグル語免税請願書Ｕ５２８２（ｌｉｎｅｓ２３-２４：Ａｒａｔ１９３７）からはチャガタイ＝ウルスか

ら派遣されたダルガや使臣（ｉｌａｉ）たちがウイグリスタンでの徴税活動を行なっていたことが知られる．

また次節で紹介するように，チャガタイ＝ウルス発行のモンゴル語文書（Ｂｒｒｘｖｌ，Ｎｒ１１６８，６９）にも種々

の「税目」がみえる．従って，ウイグリスタンには１３～１４世紀のモンゴル支配時代を通じて税役制度

が存在したことを前提とし，その具体相を出土文書に依拠して考察することは妥当であろう．

（２）出土文書にみえる税目名称
モンゴル時代に属するウイグル文書やモンゴル語文書には，税役をさす術語が多数登場する．以下

に，管見の税目名称を在証（ａｔｔｅｓｔ）される文書とあわせて列挙する（７ｔ

ａｌｂａ（ｎ）「アルバ（ン）税」（Ｕ５２８２＝Ａｒａｔ１９３７；Ｂｒｒｘｖｌ，Ｎｒ１１．６８，６９）

ａｍａｓａｒｒアマサル税」（Ｂｒｒｘｖｌ，ｌｉｒ．６８）

ｂｉｒｉｍ，ｂｉｒｉｍａｌｉｍ～直ｍｂｉｒｉｍｒ租税」βＵＫＲＨＯｊ５，ＲＨ０７，ＲＨ０８，ＲＨ１０，ＲＨ１１；Ｕ５３】７＝Ｚｉｅｍｅ１９８１ｂ，

ＴｅｘｔＡ；Ｕ皆惑ｖ＝本稿ＴｅｘｔＧ）

（６）あるいは同̶事件が誤って２ヵ所に記された可能性もある．

（７）ウイグル文書の時代判定の指標とＳＵＫ所収文書の時代判定については森安１１９９４．ｐｌ）Ｊ３-８３１を参照．ただ
し，Ｕ５３１７（＝Ｚｉｅｍｔ５Ｓ８１，ＴｅｘｌＡ）はモンゴル期以前に遡る可能性もある【ｃｆ．松＃１９９８ａ．ｎ．１２１．
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ｂ吋Ｙ「バシグ税」（ＳＵＫＭｉ０５，Ｍｉ０７，Ｍｉ２０；Ｕ５３１７＝Ｚｉｅｍｅ１９８１ｂ，ＴｅｘｔＡ；Ｕ５２９６＝ＵＳＰ２５；ＳＵＫＳａ０９．

ｃｆ１本稿第３章）

ｂｉｒｔｒビルト税」（ＳＵＫＭｉ０２）

ｂｉｒｔｂ６ｚ「税棉布」｛Ｕ５３１７＝Ｚｉｅｍｅ１５｝８１ｂ，ＴｅｘｔＡ；ＵＳｐ３３＝Ｒａｓｃｈｍａｎｎｌ９９５，Ｎｒ．８２）

ｂｏｒｌｕｑａＴｉｚｒプドウ園アギズ税」（ＳＩＪＫＭｉ２０；ｃｆｌＵ５３２４＝松＃１５？９８ｂ，Ｔｅｘｔ１４）

ｉｒｔｂｉｒｔｒイルト＝ビルト税バＳＵＫＳａ０６，Ｓａ０７，ＲＨ０１；Ｕ５３１７＝Ｚｉｅｍｅ１９８１ｂ，ＴｅｘｔＡ）

ｉｉｋｉｉ６（～ｍｏＪｉｉａａｕＴａ）「力役・夫役」（Ｕ５３１７＝Ｚｉｅｍ・ｉ１９８１ｂ，ＴｅｘｔＡ；Ｂｒｒｘｖｌ，ｌ` ４ｒ．６８）

ｋａｐａｚｒ棉花税」（ＳＩ．ｒＫＭｉ２０）

ｋａｚｉｇｒ番役」（Ｕ５３００，Ｕ５３２５，０ｔ，Ｒｙ．８１２７，ｌｓｔａｎｂｕＩＮ０．１２，Ｕ５３０３，Ｕ５３１６，Ｕ５２９７＝松＃１９９１１ｂ，Ｔｅｘｔｓ

ｌ，３，７，８，９，１０，１２；ＳＩＫｒＩＶ６０４，Ｕ５６６５ｒ＝松＃１９９８ａ．文書Ⅶ，ＶⅢ；Ｕ５３１４，Ｃｈ／Ｕ７４６０，Ｃｈ／Ｕ６９８６ｖ．

Ｕ壽浴邑Ｖ＝本稿ＴｅｘｔｓＣ，Ｅ，Ｆ，Ｇ）

（ｍｏ．）ｋｅｒｅｇｒケレグ税」（ＩＥＩＴＴＸＶＩ，Ｎｒ．６８）

（ｍｏ．）ｑ・ｌ゙ ｙａｌＴａｒカガルガ税」【ＢＴｒｘｖｌ，】` ・Ｊｒ．６９）

ｑａｌａｎｒカラン税」（ＳＵＫＲＨ０４，ＲＨ１２，Ｍ１０５，Ｍｉ１９，Ｍｉ２０；Ｕ５２８２＝Ａｒａｔ１９３７；Ｕｊ５３０５，ｃｆ．Ａｒｉｌｔ１９３７，ｐ．

１０７，ｎ．１；Ｕ５３３０＝ＵＳｐ７７；ＵＳｐ３３，３８＝Ｒａｓｃｈｆｌｌａｎｎ１９９５，Ｎｍ．８２，８１）

ｑａｐｒ皮袋税」（Ｕ５３１７＝Ｚｉｅｍｅｌ！）８１ｂ，ＴｅｘｔＡ）

ｑａｐｉ゙ ｙ～ｑａｐｉｒカビ（グ）税」（ＳＵＫＭｉ２０；Ｕ５３０５ＪＥＡｒｉｌｔ１９３７，１）．１０７，ｎ．１）

ｑａｖｉｔｒカヴィト税」（ＳＵＫＲＨ０４，Ｍｉ２０；Ｕｊｉ３（）ｙｃｆ．Ａｒ・ｌｔ１９３７，１×１０７，ｎ．１）

（ｌａｖｌａｌｉｑａＴ￥ｚ「菜園アギズ税」（ＳＩＪＫＭｉ２０）

（ｍｏ．）ｑｉｓｍａｄｒキスマド税」（ＢＴｒｘｖｌ，Ｎｒｎ．６８，６９）

ｑｏｄｙｕｒコドグ税」（ＳＵＫＭｉ２０）

ｑｕμｉｒ（～（ｌｉｐとｕｒ＜ｍｏ．ｑｕｔｇｉｒ）「クブチル税」（ＵＳｐ５３ｊ＝松＃１９９８ａ，文書ＩＸ；ＵＳｐ５３．２-４；ＵＳｐ５４；Ｕ

５３３１＝多魯坤・梅村・森安１５）！｝０，ｐ．２４；Ｕ６１８９＝Ｒａｓ４；ｈｍａｎｎ１９９５，１・４ｒ．１３７；Ｕ５３２７＝ＵＳｐ９）

ｓａｌｉＴｒサリグ税」（１；ＵＫＭｉ２０；Ｕ５２９６＝ＵＳｐ２５；１３Ｔｒｘｖｌ，Ｎｒｌｌ．６８，６９；ＳＵＫＳａ０９，ｃＥ本稿第３章）

（ｍｏ，）ｔａＴａｒｒタガル税」（ＢＩＴＸＶＬＮｒ．６８）

ｕｌｍ’ｙａｋａｍｏ§「タムガ（税）銀」（ＭＩＫｍ５０＝多魯坤・梅村・森安１９９ｏ，ｐ１１：２２-２４）

吻ｉＴｒ主穀税」（ＳＵＫＭｉ２０）

ｔａｌｉＴａＹｉｚｒ主穀アギズ税」（Ｋ７７１９＝松＃１９９１１ｂ，Ｔｅｘｔ２）

ｔｉｎｔｓｕｉ（ｕｉｇ．＜ｃｈｉｎ．）「田租」｛Ｕ５３１７＝Ｚｉｅｍｅ１５｝８１ｂ，ＴｅｘｔＡ）

ｔａｔｕｎｒトゥトゥン税」（ＳＵＫＭｉ２０；Ｕ５３０５＝ＵＳｐ２１；Ｕ５３１７＝Ｚｉｅｍｅ１９８１ｂ，’ｒｅｘｔＡ；Ｕ５２９９＝Ｒａｓｃｈｍａｎｎ

１９９５，Ｎｒ．２５；ＵＳｐ３３＝ＲａｓｃｈＩＩＩ飢ｎ１９９５，Ｎｒ．８２；Ｕ５３０９，Ｕ５２９１＝松＃１９９８ｂ，Ｔｅｘｔｓ５，６；Ｕ５２８４．

Ｃｈ／Ｕ６９８６＝本稿ＴｅｘｔｓＢ，Ｆ）

ｕｌｕＴｂｉｒｉｍｒ大税」（１１Ｈ０５，ＲＨ０６；Ｕ５３１７＝Ｚｉｅｍｅｌ！？８１ｂ，ＴｅｘｔＡ）

ｕｍｄｕｒウムドゥ税」（ＳＵＫＭｉ２０）

（ｍｏ．）ａｎｉｎｒウニン税」（ＢＴｒｘｖｌ，１４ｒ．６９）

ｙａｓａｑ＜ｍｏｊａｓａ７「ヤサグ（ジャサグ）税」（Ｕ５２８２＝Ａｒａｔ１９３７；（：２ｈ／Ｕ６９８６＝本稿ＴｅｘｔＦ；ＢＴｒｘｖｌ．

ＮＩ・ｎ．６８，６９）
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これらの税目名称については，近年Ｒａｓｃｈｍａｎｎ【１９９２】が包括的な検討を加えている．本処では，単

語の転写形式などに若干の訂正を加え，明らかに税目と考えられるもののみをとりあげた（８ｔ

もちろん，これらの税役の全てが，ウイグリスタン全住民に対して常時賦課されていたわけではな

いと思われる．上述の税目名称の中には，人頭税・土地税の区別や，人間集団（例えば居住するオア

シス城市，ないしは僧俗の別）の相違による税の有無，財産・丁数による負担の差，さらには制度自

体の変遷・改廃があったと推測される．また，同一の税に複数の呼称が与えられている場合もあり得

る．例えば，トゥトウン税（ｕｉｌμｕｔａｎ）とウニン税（ｍｏ．ｕｎｉｎ）とは，いずれも原義は「煙」であり，お

そらく同一の税と考えられる［松Ｊ１１１９９５．ｐ．１１６１．どちらも「門」を原義とするカピグ税（ｕｉｇ．ｑ噂・ｙ）

とカガルガ税（ｍｏ．ｑａＴａ１７ａ）も同様であろう．ブドウ園アギズ税（ｂｏｒｌｕｑａ７ｉｚ），菜園アギズ税（ｑａｖｌａｎｑ

ａ’ｙｉｚ）に共通するｔｌ屡ｚ１Ｔｉｚは「ロ」の意であるが，これも同じくモンゴル語で「ロ」を意味するアマサ

ル税（ｍｏ．ａｍａｓａｒ）との関係が予想される［Ｒａｓｃｈｍａｎｎ１９９２，ｐ．１５７；松＃１９９８ｂ，語註２ｒ４１．さらに，ある

税目が他の複数の税目の総称であることも考えられる．例えばＢＴＴＸＶＩ，１ヽ，Ｆ１１６８（ｌｉｎｅ１３-１４）における

税役賦課禁止文言では，アルバン税・ジャサグ税が，ケレグ税・タガル税・キスマド税・サリグ税・

アマサル税を包括する総称として用いられる（Ｒａｓｃｈｌｎａｎｎ四９２．１）．１５６１．すなわち，上に列挙した税目

名称の実態は未解明の点が多く残っており，個別具体的に精査することは今後の課題である．

しかし，これらの税目名称の多くは，土地や人身などの売買物件・賃貸物件に賦課されるものとし

てその負担を事前に契約文書中に設定し［山田ＩＶ，ｐｌ，．１５２-１５４，２００；Ｚｉｅｍｅ１９８０，ｐｌ，Ｊ１９-２２０１，あるい

は公的支配権力（９’が発行する特許状により免除される対象として言及される［Ｚｉｅｍｅ１９８１，ＴｅｘｌＡ；ＢＴｒ

ｘｖｌ，ＮＩ・ｎＪ８，６９１．これは，換言すれば，モンゴル時代ウイグリスタンの公権力や住民がこれらの税目

を恒常的に賦課されるいわば「正税・正役」と一般に認識していたことを示すものと考えられる．

２．ウイグル文供出命令文書の書式と機能

ウイグル語世俗文書中には，公権力による物件（金銭，人的労働力をも含む）の供出を命じる行政

命令文書，すなわち供出命令文書が含まれる．公権力による物件の徴発とは，換言すれば税役の一形

態に他ならない．従って，これらのウイグル文供出命令文書は，モンゴル時代ウイグリスタン税役制

度の考察に際して重要な史料となり得る．本章では供出命令文書の書式とその特徴を検討することに

より，前章にみたようなウイグジスタンの「正税・正役」と供出命令文書との関係を考察する．

（１）ウイグル文供出命令文書の書式

すでに筆者は，供出命令文書に共通する書式として，冒頭の（１）十二支獣紀年・月日，続いて（２）物件

供出の理由・目的，（３）供出物件とその数ｉｔ，（４）供出負担者，末尾の（５）命令文言，の５項目を指摘する

（８）Ｒａｓｃｌｍｌａｍｌ（１９９２，ｐ．１５９；１９９１１）ｐ．７３-７６］が想定するカン税（ｑａｎ～ｘａｎ）・駅伝馬税（ｍｏ．ｕｌ・ｌＴａ）は，単に税の

納入先としてのカン＝君主または行政府（「お上」）【ｃ£松＃１９９８ｂ，語註２ｒ３ａ】や，往来する使臣のために不

時に徴発される駅伝馬そのものをさすと思われる．また，ＢＴｒｘｖｌ，Ｎｒ．６９でも，寺院が免税特権を受けた税

目 と して 列 挙 さ れ る アルバ （ ン ） 税 ・ ジャ サ ク 税 ・ キス マ ド 税 ・ サ リ グ 税 ・ ウ ニ ン 税 ・ カ ガルガ 税 と 並 んで
ｕｌａＴａｒ駅伝馬」，弛ｇａｓｕ「糧食」がみえるが，これも税目というよりは現物そのものをさすものであろう．

（９）モンゴル時代ウイグリスタンの公権力者層については梅村１１９７７ｂ】の所論を参照．
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とともに，物件供出によりクプチル税や番役（ｕｉｇ．ｋａｚｉｇ．輪番制の善役）などの「正税・正役」を代

納する機能を明らかにした［松＃１９９１１ａ，ｐ．（）３２１．続いて計１５件の「クトルグ印文書」を対象として，

「正税・正役」代納以外の供出命令文書についてもその書式を検討した｛松＃ＩＳ｝Ｓ｝８ｂ，ＰＰ．１１-１３１．

以上の筆者の検討成果に基づき，本節では，モンゴル期に属する供出命令文書の書式を「正税・正

役」と直接には関係しない物件供出を命じる「物件供出単独型」と「正税・正役代納型」とに二大別

して，それぞれの具体例を検討する．筆者は現在までに計６１件の供出命令文書の存在を確認している

が，本稿ではその全てについて分析を行なう余裕はない．そこで以下には既発表の供出命令文轡を中

心とし，和訳を記載項目ごとに分解して提示する．丸数字は原テキストの行数を示す．

（Ａ）物件供出単独型

梅村１９８１，１（一部を修正）：馬料供出命令

①牛年第十一月初（旬の）

２０束の草・２袋の麦ワラ

④ ビ ュ ケ ン ＝

（１）年月日

（１）年月日

② イ ン ド ウ 使 臣 の 中 ； １ ° ｉ ｀ 馬 （ ｌ ｏ ） に ③ 与 え る べ き ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ （ ２ ） 伊 ｉ 出 目 的

供出物件の総量

（４）供出負担者

（５）命令文言

（５）命令文言

（３）供出物件と数量

Ｕ５２８５＝本稿ＴｅｘｔＡ：食用馬・短行馬供出命令

①牛年閏戒月（＝第十二月）初（旬の）一日に

②トゥンギュル使臣 （２）供出目的Ａ

（２朕出目的Ｂ

（２）供出目的Ｃ

（４）供出負担者

３③日分の１（頭の）

（また）

騎⑥行用の２（頭の）

また

⑦ キ ディル 使 臣 へ の，

（３）供出物件と数最Ａ

④ベグたちのリュクチュングヘ⑤伝令に行くものたち

供出物件（総量）Ｂ

リ ュ ク チ ュ ン グ ヘ の ⑧ 騎 行 用 の １ （ 頭 の ） 短 行 ⑨ 馬 の う ち ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ 供 出 物 件 （ 総 量 ） Ｃ

１頭の 供出物件と数量Ｄ

（１０）原文はｔ岫ａｔ，梅村μ９８１，ｐ．５８＆ｎ．９１は回ｉをｍｏ．ｄＵＵ‘ｒｎｎｉｅｕ，ｍｏｉｔｉ６，ｍｉｄいｎｉｎｕｉｔ；ｈａｌｆ，ｍｉｄｄｌｅ”（Ｋｏｗａｌｅｗｓｋｉ
ｍ・１）．１９１７１に関連させて「通常馬」と訳した．しかしモンゴル時代のウイグリスタンにはｕｚｕｎｕｌａＴｒ長行

馬」，ｑｉｓ・ｙａｕｌａ・ｙ「短行馬」という交通制度が存在した［松＃１９９１１ａ，Ｐｌｘ０４４-０４５；本稿ＴｅｘｔＡ，語註Ａ６１．そこ
で筆者は回ｉａｔを「中行馬」と訳し，「長行馬」よりも短く「短行馬」よりも長い距離を移動するための馬

匹と考える．大英図書館所蔵のトヨタ遺跡出土モンゴル語文書（）１１１２４５２（Ｅ）１（ｌｉｎｅｓ４-５，９-１０，１４）にもｄａｌｉｔｕ
ｔｅｍｅｇｃｎｒ中行用ラクダ」（ｍ（１ｄＵｌｉｌＵ“ｍｏｙｅｎ，ｍｉｔｏｙｅｎ，（ｋｌｉｎｎｉｃｕ；ｍｉｄｄｌｅ，ｍｅａｎ，ｈａｌｆ’：ＫｏｗａｌｅｗｓｋｉＩＩＩ，ｐ．１９１８；

Ｌｅｓｓｉｎｇ，ｐ．２８１）という術語がみえる．ただし管見の漢文史料に「中行馬」という術語は見出せていない．
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Ｋ７７１９＝松＃１９９８ｂ，Ｔｅｘｔ２：麺粉供出命令

①鶏年 （１）年月日

（同上）

（同上）
（同上）

（同上）

（同上）

（同上）

③カンに送るべき （２）供出目的

● ● ●

（５）命令文言

（５）命令文言

（２）供出目的

（２）供出目的

下等のヤピグ④の主穀アギ

ブヤ ン ト ウ が ２ ⑨ 升，

額外賦課記載

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

⑤ウヤル＝クトルグ＝テミュルが３⑥升，

カ リ ンパ ＝ ラ マ が そ の オ ル ト ク と 共 に ⑦ ５ 升 ， ● ● ● ● ● φ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

プヤン＝タシュがそのオルトク⑧と共に５升，

チ ン ＝ テ ミ ュ ル ＝ シ ラ が ４ ⑩ 升 ， ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥

タシュ＝トレクがそのオルトクと（ａ〉共に６升，●●●

ブダシン＝ブカが⑩そのオルトクと共に３．５升，

（４）供出負担者，（３）供出物件の数量

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ・ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

⑩ イ ド ウ ラ ＝ ト ゥ ル ミ シ ュ ＝ カ ヤ が そ の オ ル ト ク ⑩ と 共 に ６ 升 ， ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ 疆

ク ヴ ラ グ ＝ ク リ ＝ ⑩ プ カ が そ の オ ル ト ク と 共 に

７ ⑩ 升 の 麺 粉 を ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ （ ４ ） 供 出 負 担 者 ， （ ３ ） 供 出 物 件 と 数 量

○アジュン＝シラがそのオルトクと共に

⑩１０升

１カブ

（４）供出負担者丿３）供出物件と数量
あわせて⑩供
これらの麺粉を，タシュがあわせて⑩取る （＝集める） こ と に な っ た ． ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ 補 記

（Ｂ）正税・正役代納型

ＵＳｐ５３．１（＝松＃１９９８ａ，文書ＩＸ）：駅伝馬供出によるクプチル税（ｑｕｐａｒ）代納命令

①羊年第七月②二十日に
前鋒軍③から馬を取りに来る

④アタイ＝トグリルとコシャン

城市での騎乗用の⑥２（頭の）

⑧１（頭の）駅

‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ （ １ ） 年 月 日

供出物件（総量）
（４）供出負担者

バチャク＝タン⑦の百（戸）内のボルミシュ＝

（３）供出物件と数量
供 出 し て ， ⑨ ２ 日 間 供 出 し て ３ 銭 の ⑩ 銀 の ク プ チ ル 税 に ○ 充 当 せ よ ． ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ （ ５ ） 命 令 文 言

Ｕ５３０３（＝松＃１９９８ｂ，’ｒｅｘｔ９）：ブドウ酒供出による番役（ｋｉｉｚｉｇ）代納命令

① 鼠 年 戒 月 （ ＝ 第 十 二 月 ） 初 （ 旬 の ） ② 六 日 に ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ （ １ ） 年 月 日

エル＝ブカ使臣に③コルシュ税とともに与える

出物件と数量

（４）供出負担者
下等のサリ

⑤ 供 出 し て ， 第 ９ 番 役 ⑥ に 充 当 せ よ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ （ ５ ） 命 令 文 言
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Ｕ５２８４＝本稿ＴｅｘｔＢ：肉・プドウ酒供出によるトゥトウン（ｔＵｔ助）税代納命令

①牛年戒月（＝第十二月） （１）年月日

（１）年月日

訟瞰出目釣

② プ ヤ ン ＝ テ ミ ュ 琥 臣 の 侍 従 ③ た ち に 番 役 食 糧 と し て 与 え る べ き ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ （ ２ ） 供 出 目 的

１ つ の ④ 清 浄 な 肉 と ５ ［ テ ム ビ ］ ン の ブ ド ウ 酒 を ， ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ （ ３ ） 供 出 物 件 と 数 最

ト ウ ト ウ ン 税 の ⑤ 額 に 充 当 し て ， ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ※ 命 令 文 言 （ 代 納 命 令 ）

㈲供出負担者
（５）命令文言

Ｕ５３１４＝本稿ＴｅｘｔＣ：馬匹供出による番役代納命令

①兎年第十月
②アビシュカ，バラ＝トンガ（の）使臣たち

キシルに③｛行くべき｝壇（頭の）

（５）命令文言

供出物件（総量）

㈲供出負担者
④１（頭の） （３）供出物件と数量

第１番役（として）供出し，⑤リュクチュング・

トゥルフアン（行き）の馬に

以上，記載項目を分解して検討すると，「物件供出単独型」・「正税・正役代納型」の両者とも，

冒頭に（１）十二支獣紀年・月日が記され，次ｌこ（２）物件供出の目的・理由，（３）供出物件とその数量，㈲供

出負担者が，場合によっては順序を変えつつ記され，最後に（５）命令文言が記されるという原則的書式

を有することが確認される．また，クトルグ印文書［松＃１９９８ｂ］やＵ５２８５，Ｕ５２８４（＝本稿ＴｅｘｔｓＡ，

Ｂ）のように，同一の公権力者集団が発行した文書群中に「物件供出単独型」と「正税・正役代納型」

の双方が含まれること，さらに１件の文書に「物件供出単独型」の命令文言と「正税・正役代納型」

のそれとが併存する例（Ｕ５６６５ｒ＝松＃１９９８ａ．文書ＶⅢ；Ｕ５２９７＝松＃１！Ｊ５）８ｂ，Ｔｅｘｔ１２）もあることは，ウ

イグル文供出命令文轡の本質的な機能はあくまでも物件の供出命令にあり，物件の供出が「正税・正

役」に代納されるか否かは二次的な相違であることを示している．

さらに，上掲のＫ７７１９（＝松＃１９９８ｂ，Ｔｅｘｔ２）では，複数の供出負担者に対して個別に異なる額の負

担が命じられる．同様の例はＵ５３０９，Ｕ５２９１（＝松＃１９９１１ｂ，Ｔｅｘｔｓ５，６），ＵＳｐ１２２，ＵＳｐ１２３（ｃｆ梅村１９８７，

ｐ．１０９）にもみられる．この事実は，モンゴル時代ウイグリスタンの公権力は，物件徴発およびそれに

よる「正税・正役」への代納を命じるにあたり，供出負担者の負担能力を相当に詳細に検討した上で

賦 課 を 決 定 して い た こ とを 示 す．

（２）ウイグル文供出命令文書の機能

ところで，ウイグル文供出命令文轡の物件供出先として最も多く現れるのは，使臣（ｉｌａｉ）やベグ＝

官吏（ｂａｇ）などの公権力者である．これらの使臣・ペグについては，文書が破損・峡落して確認でき

ない場合を除き，その多くは個人名まで明記される．逆に使臣名また個人名が明記されない場合でも，

その派遣先ないし派遣元が明記される（ｅ．９．，Ｕ５２８５＝本稿ＴｅｘｔｓＡ，ｌｉｎｅｓ４-５；Ｕ５３１５＝ＥＴＨＶ，ｐＪ７，ｐｌ．
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９，ＶＩ）．特に前掲のＵＳｐ５３．１（＝松＃１９９８ａ，文書Ⅸ）およびＵＳｐ５３．２-４では，駅伝制度を利用する公権

力者の人名・派遣元・派遣先・任務，さらには馬匹の用途までが，きわめて詳細に記される．また，

前掲の梅村１９８１-Ｉでは，供出物件の総量を記す際に，実際の供出物件「１０束の草」とは関係ない「２

袋の麦ワラ」までが言及されている．Ｕ５３１４＝本稿ＴｅｘｔＣでも，実際の供出物件である馬１頭に対

し，わざわざ必要な馬の総数を「４頭」と明記している．

通観すると，ウイグル文供出命令文書全体に共通する特徴として，物件の供出先となる人名やその

任務，さらには供出物件の用途や，場合によっては実際の負担額以外の必要総額などが，きわめて具

体的かつ詳細に記されることがあげられる．なにゆえ，ここまで詳細に物件供出の目的・理由を明記

する必要があったのかが，疑問として浮上する．この疑問を解決するため，筆者は，同時代のモンゴ

ル公権力による税糧納入命令文書との比較検討を行ないたい．

まずＵＳｐ５４文書をとりあげる．この文書は１８９８年のロシアのＢ．Ｍ．Ｐｏ６ｏｐｏｌｃｘｄ，瓦ＡＪ（ＩＪｌｅｓｅ問

の高昌故城調査によって将来されたもので，後述のようにクプチル税の納入命令である．この点で，

供出命令文書の中でも前掲のクプチル税代納命令（ＵＳｐ５３．１＝松＃１９９８ａ，文書ＩＸ；ＵＳｐｊ５３．２，４）と共通

する側面をもつといえ，おそらく近接する時代・地域で作成されたと推測される．筆者は未だ原文書

を確認する機会を得てないが，大阪大学に寄贈されている故山田信夫教授旧蔵の写真を参照できた，

以下にテキスト・和訳を示す．

ＵＳｐ５４

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

ａｕｂａｙｉＴｍｉｉ，ａａｙｂｉ§ｂａｑｙｒ

ｑ【ｌｉｔｏＴｆｉｌａｙｂｉ§ｂａｑｉｒ

ｇｉａ６１１ｋａｙｂｉｉｂａｑｉｒ

ｙｉ７ｍｉ§ｔａｚＵｙｂｉ§ｂａｑｉｒ

ｙｉｉｇａｎａ吐ａｙｂｉｌｂａｑｉｒ

ｔａｍｉｒａｓａｎｉｉＵｙｂｉ§ｂａｑｉｒ

ｉｒ酷

ｉ７岫ｇａｙｂｉ§ｂａｑｉｒ

ｂｉｒｉｐ６ｕｖａｌｚｕｎ

ｑｕｐδｉｒ-ｑａ

チュバ＝イグミシャ戸は５銭，
…・＝トグリル戸は５銭，

キル＝チェチェク戸は５銭，

イグミシュ＝タズ戸は５銭，

イェゲンチュク戸は５銭，

テミル＝エセネ戸は５銭，

イル チ ュ ク 戸 は ５ 銭，

イグ＝ベグ戸は５銭を

差し出して領収証を受け取れ．

クブチルとひきかえに．

先学のテキストからの大きな改正点はＩ．．１１１ｅｓｌ-８にみえるＵｙｒ戸」である．これをＲａｄｌｏｆｆ／Ｍａｌｏｖ

【ＵＳｐ】はａｔｒ馬」に人称語尾十ｉがついた砥と読み，その後の研究もこれに従ってきたｒｒｌｉｘｏＨｏ８１９６６，

ｐｐ／７６，１０２；ｌｎｔｏ・，ｐｐ．１５１，４５３４５４；ＡＩｌｓｅｎ１９８３，１）ｌ）．２６３-２６４；多魯坤・梅村・森安１！｝９０．ｐ．２１，ｎ．２６；李経

緯１９９６，１？ｐ，１９２-１９３１．しかし，字形はＵ５３１６，Ｕ５２９７｛＝松＃ＩＳ｝５１８ｂ，Ｔｅｘｔｓ１０，１２），Ｕ５３１４（＝本稿Ｔｅｘｔ

Ｃ）にみえるａｙｒ戸」と近似しており，訂正すべきである｛ｃｆ．松＃１９５｝８ｂ，語註ｌｒ５１．またｔｌ咄ｂａｑｉｒは

ｃ ｈ ｉ ｎ ， 銭 に 対 応 す る 貨 幣 単 位 ・ 重 量 単 位 で， 銅 銭 ｌ ｏ ｏ 枚 な い し 銀 ４ ｇ 弱 に 相 当 す る ［ 前 田 １ ９ ４ ４ ＝ 前 田

１９７３，ｐ．１９；森安１９９７ａ，ｐｐ．９-１３１．Ｌｉｎｅ９のａｕｖはｃｈｉｎ．抄に由来する「領収証」である［多魯坤・梅

村・森安１９９０，ｐｐ．２５-２７１．すなわち，このＵＳｐ５４文書は，８戸の民戸に対して，各々５銭（銀２０ｇ
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弱または銅銭５００枚）をクプチル税として納入し，その領収証（ａｕｖ）を受け取ることを命令するものと

なる．写真で見る限り印鑑は見えないが，本文書の書式は契約文書や書簡類とは全く異なる．一方，

納税者をｕｙｒ戸」で把握すそ）点は供出命令文書（ｅ．９，，松＃１９９８ｂ，Ｔｅｘｔｓｌ，７，８，９，１０，１２；Ｕ５３１４＝本稿

ＴｅｘｔＣ）と共通するので，本文書は公権力によって発行された行政文書と考えられる．

このＵＳｐ５４文書について注目すべきは，銀銭の納入理由がｌｉｎｅ１０で「クプチル税として」とのみ

きわめて簡潔に記される点である，すなわち，同じくクプチル税の納入に関係するにもかかわらず，

このＵＳｐ５４文書と，上掲の供出命令文書ＵＳｐ５３．１文書さらにはＵＳｐ５３．２-４文書とでは，納入の目

的を記す際の詳細さにおいて大きな相違が存在する．筆者は，この相違が，ＵＳｐ５４文書での銀銭納

入が「正税」としてのクプチル税納入であるのに対し，ＵＳｐ５３，１-４の主目的は使臣やブドウ酒係に必

要な馬匹の供出であり，それがクプチル税に充当＝代納されるのはあくまでも結果に過ぎないという，

文書の機能的相違に由来すると推測する．

次に，中国内蒙古自治区阿拉善盟額済納旗に位置するカラホト（ｍｏ．（２・ｌｒａ-ｑｏｔｉｌ；ｃｈｉｎ．黒城～黒水城）

遺跡出土，至正１３年（１３５３）発行の元代漢文公文書（ＨＣＷ，ｐ．１８４＆ｐｌ．３６-１，Ｆ１９３：ｗ１３）をとりあげる．

この文書は，税糧納入命令文書とそれに応じて納入された税糧の領収証＝領抄文書とが連貼されたも

ので，いまかりに税糧納入命令部分をＡ，領抄文書部分をＢとする．Ａ文書はｌｉｎｅ１０の年月日部分に

方印が捺され，ｌｉｎｅｓ６-８の納税者名・税糧額，およびｌｉｎｅｓ１１．１２の書押を除いた以外の部分は印刷さ

れている．なおｌｉｎｅ１１にはウイグル宇モンゴル語で町ｅｂｅｎｒ見た」（＜Ｖ．ｕＪｅ-「見る」）と記される［松

ＪＩ１１９９５，ｐ．１１２１．以下，ＨＣｗの録文に若干の訂正を加えて提示する．ゴチック体は印刷部分を示す．

Ｆ１９３：Ｗ１３

ＡＩ皇帝聖旨裏．亦集乃路總管府政奉

２聖旨節該：「蒙古漢児井人匠，不以是何諸色人等・富豪勢要之家，但種田

３者依例像納税粗」政此．本路照依上年，計撥到合該税石．須要政依

４宜限送納開足，不致違限．如遠，依例断罪．今，将本戸税箱開列千後．

５ 初 限 十 月 終 終 限 十 二 月 終

６沙立渠怯酔丹一戸太不花，参頃染拾畝，根登拾蛍石壹斗

７ 小 麦 渠 石 肆 斗

８ 大 麦 参 石 染 斗

９ 本 人 准 此

１ ０ 至 正 十 三 年 月 日 給

１１官司ｅｂｅｎ（押字）

１ ２ 官

別

２

３

４

広積倉今収到太不花

至正十三年接受拾受石壹斗

小麦染石肆斗

大麦参石染斗
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″

３

６

７

右給付本人准此
至正十三年月

広積倉付使
［後鋏］

この文書でも，税糧の納入目的は，「およそ田をたがやす者は，きまりどおりに税狼を納めよ（但

種田者依例徴納税根）」というモンゴル皇帝の聖旨（ｊａｒｌｉＴ）を引用するのみで（ｈｅｓ２-３），きわめて一般

的・抽象的・簡潔に記される．この点は前掲のＵＳｐ５４文書と同様であり，ウイグル文供出命令文書

で物件供出の理由・目的が詳述されるのとは大いに異なる．上述したように，税糧納入命令となるＡ

文書はＵｎｅｓ６-８の納税者名と税糧額のみを書き込めばよいように印刷されているから，この書式が元

代の税糧納入命令の定型的書式であったことがうかがえる『

以上の例から，モンゴル公権力が税役の負担を命じる場合，それが「正税・正役」の場合，その負

担を命じる理由はきわめて抽象的にしか記されなカヽったと考えられる．税役を賦課されている側にとっ
ても，正規の税役の負担は前提抜きで理解されていたことであろう．その反対に，ウイグル文供出命

令文書で物件供出の目的・理由・用途が詳細に記されるのは，その物件供出が「正税・正役」ではな
い臨時税・非正規税であったためと筆者は考える．すなわち，供出命令文書による臨時・非正規の物

件徴発と，本来負担すべき「正税・正役」との関係を供出負担者＝納税民に理解させるために，物件

供出の目的・理由・用途を詳細に明示した，というのが筆者の考えである（１２ｔ

３ ． ウ イ グ ル 語 出 土 文 容 か ら み た 徴 税 シ ス テ ム ー 十 戸 ・ 百 戸 の 役 割 -

第１章・第２章の考察の結果，モンゴル時代ウイグリスタンには，一般・恒常的に賦課される「正

税・正役」と，供出命令文書により賦課される臨時税・非正規税とが存在していたことが判明した．

本章では，これら種々の税役の徴収・負担のシステムについて考察する．

（ １ ） 正 税 ・ 正 役 と ＋ 戸 ・ 百 戸

ウイグル文契約文書にはｃ，ｎｌｕｑ，ｙｔｉｚｌｕｋ（～ｙＵｚｌｕｋ）という術語が頻見する〔ＩＳＩＬＪＫＳ㎡〕９，Ｓａ１０Ｊｌｌ１５，Ｓａ１６，

Ｓａ２６，Ｓａ２７，Ｓａ２８，Ｓａ２９，Ｌｏ２２，Ｍｉ２４），Ｕ址，ｏｎは「十，１０」，ｙ！！ｚ～ｙｉｉｚは「百，１００」の意であり，-ｌｕｑ／

-ｌａｋは「～用の，～のための；～に予定された，配分された」を意味する接尾辞である［ＯＴｗＦ，§２．７７；

森安１９９２，ｐ．４７１．このｏｎｌｕｑ，ｙＵｚｌ吐についてＲａｄｌｏｆｆ［ＵＳｐ，１１１０１］ぱＺｃｈｎｌｅｕｔｅ；Ｈｕｎｄｅｒｔｌｅｕｔｅ”，Ｍａｌｏｖ

（ＤＵＤ，１）．３９３１ぱＪｌｅＣ，ｌ’ｎｌＭＫＭ；ｃｏＴＨｕｌ̈と訳すのみでその実態や性格については言及しなかった．護雅

（１１）後至元６年（１３４０）の紀年をもつＳｔｅｉｎ将来のカラホト出土元代税椙納入命令文書（Ｍａｓｐｃｒｏ１９５３，Ｎ０，５００）も本
文 審 と 同 じ く 納 税 者 名 ・ 税 額 の み を 酋 き 込 め ば よ い よ う に 印 刷 さ れて い る ． た だ し ， 納 税 理 由 に 関 わ る 文 言
が 記 さ れて い た と 思 わ れ る 冒 頭 数 行 は 訣 落 して い る．

（１２）ただし，供出命令文書の供出目的を記す文脈にも，ｙｕ時「ュリグ税」（Ｕ５２９１＝松＃１９９１１ｂ，Ｔｅｘｔ６），ｑｏｌｕｉ
「コルシュ税」（Ｕ５３０３＝松＃１９９８ｂ，’ｒｅｘｔ９），ｋａｚｉｇａｉｒ番役食糧」（ＳＩＫｒＩＶ６０４＝松＃１９９８ａ，文書Ⅶ；Ｕ

５２８５＝本稿ＴｅｘｔＡ）などの税目がみえる場合がある．しかし，これらの税目名称は，契約に際しての税役負

担 決 定 条 項 や 免 税 特 許 状 に お いて 賦 課 さ れ る べ き 税 目 と して は 在 証 さ れて い な い ． お そ ら く ， こ れ ら の 税 目

名称が「正税」ではなく臨時税の性格を有していたためであろう，
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夫は「＋人組；百人組」あるいは「十人のもの；百人のもの」と訳し，「近親・縁者」を意味するも

のと推測した（護１９６０，ｐＩＥ２５-２６，５０；護凶６１ｂ，ｐｐ．３，５，１０-１１；護１９６１ｃＪＩ）．６-７１．山田信夫は「十人衆；

百人衆」あるいは「十人組；百人組」と訳しつつ，実態については「歴史上の隣保制の問題として綜

合的に考察せねばならぬ」と述べるにとどまった［山田ＶＩ，ｐＲ１９４，２００，２２３；山田ＸⅣ，ｐ．３５２；山田

ＸＶＬｐ．４７；ＳＵＫも主に山田に従って「十人組・百人組（Ｚｅｈｎ・・１・ｓｃｈａｆｔ，Ｈｕｎｄｅｒｔｓｃｈａｆｔ）」と訳す］．

しかし本稿第１章に示した史料Ａ３・Ｄ・Ｅ・Ｆからは，モンゴル時代のウイグリスタン住民が千

戸・百戸という十進法的編成のもとで恒常的な税役を負担するという原則が確認できた．またｏｎｌｕｑ，

ｙａｚｌａｋのみえる上述のウイグル文契約文欝はすべてモンゴル期のものと確定している［森安１９９４，ｐｐ．

６３-８３１．さらに前掲のＳＵＫＭｉ０３やいわゆるピントウング嘆願書には「千戸長（ｍｉｎｇｂａｇｉ）」という称

号を持つ公権力者も現われる［梅村１９７７ｂ，ｐｐ．０１３-０１４；小田１９９２１．そこで筆者は，ｏｎｌｕｑ，ｙｕｚｌｕｋを

モンゴル支配下で編成された十進法的住民組織とみなし，漢文史料中の「千戸・百戸」という表現を

ふまえて「十戸；百戸」と訳すことを提案する『

次に，モンゴル時代ウイグリスタンの税役制度・徴税システムにおいてこれらの十戸・百戸が果し

た機能をウイグル語出土文轡から検討する．まず，サンクトペテルプルク所蔵でモンゴル時代に比定

される契約文書ＳＵＫＳａ０９（ＳＩＫｒⅣ６９９）をとりあげる．この文書は．ある十戸（ｏｎｌｕｑ）が共有の刈株

田（励ｇｉｚｙｉｒ）を売却する契約文書であり，その売却動機にはカラン税（ｑａｌａｎ）賦課との関連が読み取れ

る．このたび筆者は原文轡調査の機会を得て，ＳＵＫのテキストをさらに校訂することができた．以

下に問題となる部分（ｌｉｎｅｓ１-９）の再校訂テキスト・和訳・語註を提示する．

ＳＵＫＳ０９（ＳＩＫｒＩＶ６９９）

ｌｋｉｉｓｋｉｊｙｉｌｂｉｒｙｇｒｍｉｎ６ａｙａｌｌ【トｑａｂｉｚｔｏｌｕｑｙ-ａ

２ｍｉ釘ｕｌｕＴｉｎりｙ-ａｍｉｓｉｒｂａｌｌａｐｏｎｌｕｑ-ｌａｒ，ｑａｏｎｉ５ｎｇ（ｌａｎ-ｉｎ-

３-ｄｉｉｂ６ｚｋｉｒｇａｂｏｌｕ川Ｍａｙ-ａａｔｌＴ【】（．）ｑａｌａｎａｍｉｚ吻【】ｐ

４ｂａｒｉｐｙｏｒｉｒｑａｌａｎ-ｉｙ！！ｚｂＳｎｄａ-ｑｉｉｉｓｋｉｙａｒｉｍｉｂ吃（）ｎ-ｌｕｑ-ｌａｒ-

５，ｑａｑａｌｍｉ§ＵａｎａｄｉｉｙｉＲ５ｉ-ｋａｔｏｎｇｕｚｙｉｌｂｉｚ-ｎｉｎｇｏｎ-ｑａｋｉｉｌｍｉ§

６ｂｉｇ-ｌｉｋｂｉｒｋＵｐｂｏｒｔｉｉｇｍｉｉｙ咄咄ｕｎｔｘｌｓｉｒｉａｌｉｌ’-ｉｂｉｌｉｉｙ！！ｚ

７ｉｋｉｂｒｙ-ｎｑｂ６ｚｕｚｕ，ｌｑａｒｉ-ｓｉｂｉｌａｂｉｒｇＵＩ】-ｑｉ【ｌ

８ｓｏｄｕ６ｇａｎ４１１ｃｉｂｉｒａｎｌｌｉｚｙｉｒ-ｉｎｑｕｕｓｔｍａｒｂａｘｌｉ-ｔｉｎｕ卵ｎｑａｆｉ

ｇｂｉｌｉｉｏ（Ｊｕｚｔａｓｂａｉｌｉｇ（ｌｈｌｌ）ｔｏ７ｕｒｕｔｏｍｌｉｄｕｓａ４ｔｉｍｉｚ

［ 後 略 ］

１

２

鼠年第十一月□日に．私たちトル＝カヤ，

ミシル，ウルグ，インチ＝カヤ，ミシルをはじめとする十戸たちに，１０人の前

（１３）ただし先学による「十（百）人衆；十（百）人組」という訳語を否定するものではない．なお山田も一度だ
けｏｎｌｕｑを「十戸」と訳している［山田ＸＶＬｐ．４７１．ちなみにＡ１１ｓｅｎ【１９８３．Ｐ．２６２】もｏｎｌｕｑ，ｙｄａｋをモンゴ
ル 支 配 下 に お ける 十 戸 ・ 百 戸 と 解 釈 す る こ とを 試 み た が， 在 証 さ れ る ウ イグル 文 書 が モ ン ゴル 期 以 前 に 属 す

る 可 能 性 を 捨 て き れず 消 極 的 な 指 摘 に と ど ま り ， ま た 史 料 Ｄ ・ Ｅ ・ Ｆ を 看 過 して い る．

１０１



で棉布が必要となって，‥‥［カ］ヤという名［の‥‥］私たちのカラン税負担者‥‥‥

行って，現行のカラン税と百戸長のところのその古い半分とが私たち十戸

に残っているために，ウデイ使臣へ猪年（に）私たちの１０人にかかってきた

ベグ用の１瓶のブドウ酒が届かなかったために，そのバ［シグ税・サ］リグ税とともに１００

匹の棉布を［長］尺で（計って）与えるべき‥‥‥‥

ソドウ渠にある１つの刈株田を，クウス＝テミュル師から長尺

で（計って）３０粗棉布を手ずから受け取って，公正かつ熟慮の上で私たちは売却した．

［後略］

［語註］

；３，ｑａｙ-ａａｔｌＴｑａｌｌ・ｎａｍｌｚ：頻出する人名要素，ｌａｙ-ａは語末の-Ｙ-’しか残っていないものの，ＳＵＫが与

格語尾-ｋｉｉとするのは訂正すべき．ａｔｌＹは語末の-Ｘを峡くが，ＳＵＫＭｉ２０（ｌｉｎｅ９-１０）にも（Ｆ-ａｌｏｙｉｎ

ａｔｌＴｑａｌａｎａｍｉｚｒカラ＝トインという名の私たちのカラン負担者」という表現がみえ，平行する文脈と

みて補った．なお，ＳＵＫ編者はｑａｌａｎｒカラン税」に職掌を示す＋ａが接続したｑａｌａｊｌａを「カラン

税取立人，カラン収税吏」と解釈する．しかし筆者は，Ｕ５３３０（＝ＵＳｐ７７ｊｉｎｅ６）の在証例にもとづき

「カラン税負担者」と解釈した小田壽典「１９９ｏ，ｐｐ」２，２４１の旧説を支持したい．

４，ａｓｋｉｙａｒｉｍ￥：ｙａｒｉｍｉは語頭のＹ-を峡くが，この復元はほぼ確実である．「その古い半分」とは，

直 前 の 「 現 行 の カ ラ ン 税 」 に 対 して 「 以 前 に 賦 課 さ れ た カ ラ ン 税 」 を 意 味 す る も の か． ち な み に

（：：ｈ／Ｕ７４６０（＝本稿ＴｅｘｔＥ，ｌｉｎｅｌ）にも「新しいカラン税（ｙ（ａ）ｎｇｉｑａｌａｎ）」という表現がみえる．本処の

前後の文脈は，賦課された税額に対して未納分が「残っている」ことを示すものと思われる．ベルリ

ン＝インド美術館所蔵のタムガ銀受領関係ウイグル文書（Ｍ眠Ⅲ-５０＝ＴＩＩ（？ｉｑｔｉｍ６）にも，某羊年に納

入されたタムガ（ｔａｍ７ａ）税銀を前年（馬年）分に充当するという記事がみえ【ｃ£多魯坤・梅村・森安

１９９０，ｐ．２４】，期限に遅れた税が後納される事例があったことを示す．

ｌｉ・り）ｉｉｇ・１１ｋ：ＳＵＫは不明語としたが，ここでは「ベグ用の」と試訳する【ｃｆ．０’ｒＷＦ，ｐ．１２９１．

６ｂ，ｂａｓｉ￥４ｓａ晦・ｙ：「（その）バシグ税・サリグ税」．ｂａｓｉ７は語頭のＰ-のみ，ｓ直Ｔは後半の-ＬＹＸ

のみが確認できるが，この両者がｂａｓｉＴｓａｌｉ７と並列して在証される例はＳＵＫＭｉ２０（ｌｉｎｅ１４），Ｕ５２９６（＝

ＵＳｐ２５，１ｉｎｅ７）にもみえる［本稿第１章（２）］．

７，ｉｋｉｂａＴ・Ｉｌｑｕｚｕｎｑａｒｉ・ｓｙｂｌｌ§：ウイグル文書中で通貨的に使用される棉布の規格にはｉｋｉｂａＴ～ｉｋｉ

ｂａＴｌｉｑ～ｉｋｉｌｉｋｒｌ匹（＝４丈）もの」とｉｋｉｙａｒｉｍｂａ禰ｑ「１端（＝５丈）もの」が併存した【ｃｆ松＃

１９９７ａ，Ｐｐ．１０４-１０５１．なおｕｚｕ，ｚｑａｒｉ-ｓｉｂｌ１１１「長尺で（計って）」の部分をＳＩＪＫ編者は不明とするが，

１；ｔＪＫＳａ１０（ｌｉｎｅｓ２-３）のｙ！！ｚｋｂａＴ一明ｕｉｕｎｑａｒｉ-ｔａｂ６ｚｒｌ００匹の長尺で（規格をそろえた）棉布」を参照

して補う．穀物消費貸借契約でもｋａｒｉｂｉｒｌｉｉ「斗マスで（計って）」，ｐａ４ｌｒｂｉｒｌｉｉ「鉢で（計って）」など

貸借物件の計量に際してｂｉｒｌｉｉ～ｂｉｌｉｉが用いられる例がある【ＩＳＩＪＫＬｏ１７，Ｌｏ１９，Ｌｏ２７１．

さて，ＡＩｌｓｅｎ【１９８３，ｐｐ．２６３-２６４】は，このＳａ０９文書とくにｌｉｎｅｓ４-５に依拠して，十戸がカラン税の

賦課・徴収単位となっていたと指摘し『おそらくは他の税役についても同様であろうと推測した．

１０２

（１４）ただしカラン税をモンゴル期以前に遡るとするＴｉｌｘｏＨｏ９説をＡＩｌｓｅｎが無批判に引用するのは問題である．
’１’ｕｘｏＨＯＢ脱についてはＣｌａｒｋ【ｌｎｔｎ】・，ｐｐ．１０３-１０４］による批判を参照．



ここで，筆者によるｌｉｎｅ６の再校訂案から，は，カラン税以外にバシグ税（ｂａｓｉＴ）・サリグ税（ｓ直Ｔ）につ

いても十戸が賦課・徴収単位となっていたと考えられ，Ａｌｌｓｅｎの推測は補強される．またＳＩＪＫＭｉ０７

文書はユハナ（Ｙｕｘａｎａ～Ｙｕｘａｎ-ａ＜ｓｙｒ．Ｙ助ａｎｎｉｉＪＩ：ＳＵＫ編者はｙｕｑａとするが訂正する）という人物が

パシグ税に関連する係争を解決した際の証文であるが，後半には「他の十戸たちの中では私の係争が

終わらなかった（匈ｇｉｉｏｎ-ｌｕｑ-ｌａｒｉｎｔａａａｍｉｍ蛉Ｕｌｍａｙｉｉｋ）」とあり（ｌｉｎｅｓ８-９），やはりバシグ税が十戸に関

連していたことを示す．さらに，前掲のＵＳｐ５４文書でもクプチル税納入が命じられているのは８戸

であるが，この戸数も１０戸に近似しており，本来は＋戸単位で課税されるはずが何らかの理由から２

戸が峡けたものと推測できる．なおＳａ０９（ｌｉｎｅｓ４-５）には「現行のカラン税と百戸長のところのその古

い半分とが私たち十戸に残っている」という文言がみえる．この「その古い半分（ｌｉｓｋｉｙａｒｉｍｉ）』すな

わちカラン税の未納分［上掲語註４］が「百戸長（ｙ！！ｚｂａｉ）」と関連して言及されるのは，十戸単位で

徴収されたカラン税が十戸の上位の百戸で集積・集計されたことを示すものと思われ彗言

ところで，十戸・百戸が現われる１０件の契約文書のうち，上掲Ｓａ０９とＬｏ２２では十戸・百戸は契約

の当事者として現われる．しかしその他の８件（ＩＳｉｌ１０，Ｓａ１！ｋＳａ１６，Ｓａ２６，Ｓａ２‘７ｊ；ａ２８，Ｓａ２９，Ｍｉ２４）では，

例えば「この４つの境界（四至）をもつブドウ園に対して，千年万日に至るまでスルダン＝ブカ（買

主）が権利者となれ．……私サダ（売主）の兄弟（碕ｉｌｍｉｆｌｉｍ）・子孫（ｕｒｕＹｕｍ）・一族（ｔｕＴｍｉ§ｉｍ）・

十戸（ｏｆｌｌｕｑｕｍ）・百戸（ｙ㈲ａｋＵｍ）は誰も争議を起こしてはならない」（Ｓａ１０，１ｉｎｃｓ９-１０，１１-１３）とあるよ

うに，売買物件（土地・人身）をめぐって買主に対して争議を起すことを禁止する文言（妨害担保文

言）において言及される，このような契約への介入・妨害が現実に可能だったか否かについてはなお

問題が残るものの（森安１９８９，ｒ）ｒ）Ｊ８-７４１，売主の家族・親族以外に第三者である十戸・百戸の契約介

入・妨害があえて言及されるのは，何らかの歴！ＳＩ！１１１勺背景があったに相違ない．筆者はその背景として，

Ｓａ０９にみたような，十戸さらにはその上位の百アｉ組織が税役の賦課・徴収単位となり，その成員が

共同で税を負担するという状況を想定する．モンゴル時代ウイグリスタンでは，戸籍調査と検地が実

施され．人身・土地を対象に税役が賦課されたことが確認できた［本稿第１章（１）］．十戸・百戸成

員の財産とりわけ土地・人身の十戸・百戸組織外への移転は，徴税単位としての当該十戸・百戸にとっ

ては税負担能力を減退させる重大な事態となり得るからである．

以上の点から，筆者は，本稿第１章（２）で掲げたようなモンゴル期のウイグル語・モンゴル語文

書中の「正税・正役」の多くは，十戸・百戸という十進法的住民組織を単位として賦課・徴収され，

そ の 負 担 に 際 して は 十 戸 ・ 百 戸 構 成 員 が 共 同 で 責 任 を 負 っ た も の と 考 える ． 前 述 の よ う に ， 山 田

［Ｘｘｙｌ，ｐ．４７］は十戸・百戸の実態について「隣保制の問題として」考察すべきと述べた．本節での考察

の結果は，税負担に関わる十戸・百戸の隣保組織としての性格・機能を明らかにするものといえる．

（２）供出命令文書による徴税システムと十戸・百戸

本節では，ウイグル文供出命令文書による臨時・非正規の物件徴発システムと百戸・十戸組織との

関 係 に つ いて 考 察 す る．

第一に，百戸との関係を推測させる供出命令文書としては，前掲のＵＳｐ５３．１（＝松＃１９９８ｚ，文書ＩＸ）

（１５）「百戸長のところのその古い半分が私たち十戸に残っている」というのは，当該十戸の不足・未納分を百戸
長が肩代わりしたことを示すかもしれない．
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およびＵＳｐ５３．２４の４件が挙げられる．この４件は，供出負担者についてｂａ１５ａｑ-ａｔａｎｙ！ｌｚ-ｉｎｔｉｉｂｏｌｍｉｉ

ｌａｎｒバチャカ＝タンの百（ｙ！！ｚ）内のボルミシュ＝タン」と記す．単なるｙ！！ｚ（～ｙａｚ）「百」を「百戸」と

みた拙稿［松＃１９９８ａ，ｐ．０３５］での解釈が正しければ，このＵＳｐ５３．１４は，まず百戸を徴発・賦課単

位としており，さらに百戸内から個別の戸を供出負担者に設定している例となろう．

さらに，供出命令文書による物件徴発に際し，実際に徴収を担当していたのは，百戸の下位組織で

ある＋戸の長すなわち十戸長（ｏｎｂａｇｉ）であったと考えられる．この点は，資料編に提示した支出リス

ト様文書（Ｔａｔｓｌ）・Ｇ）を供出命令文書と比較検討することで明らかとなる．

Ｔ惜箆Ｄのｎｎｅｓ２-６ではｕｉａｑ-ａｏｎｂｉｉｇｉｎ-ｇｉｉｂｉｎｎｉ§-ｉｍｒウシャカ十戸長に私が与えたもの」，ｌｉｎｅ７以

降ではＩ）ａＹｓｉｐａｏｎｂｉｉｇｉｎ-ｇａｂ㎞ｎｉ§-ｉｍｒパグシ八十戸長に私が与えたもの」が，それぞれ列挙される．

このＴｅｘｔＤで支出されている物件に注目すると，Ｌｉｎｅ３の「キョンチュク使臣たちへのリュクチュ

ング行きの１頭の駅伝馬（ｕｌａＴ）」は，本稿ＴｅｘｔＡの供出物件「リュクチュングヘの騎行用の‥‥短行

馬（ｑｉｓＴａｕｌａＴ）」やＴｅｘｔＣの「リュクチュング・トゥルファン（行きの）馬（ｍｋ１５ｔｉｎｇｔｕｒｐａｎａｔ）」と同

様のものと考えられる．またｌｉｎｅｓ７-８ではクリチョグという人物にｂ節ｑ-ｔａｉｋｉａｔｒ城市（内）での２

（頭の）馬」が供出されている．この「城市（内）での馬」も，本稿第２章で掲げたＵｓｐ５３．１（＝松

＃１９９８ａ，文書ＩＸ）およびＵＳｐ５３．２-４で，使臣やブドウ酒係（ｂｏｒａ）たちに供出されている「城市

（内）での騎乗用の‥‥駅伝馬ゆａｎｑ-ｔａｍａｎｇｕ，…ａ町ｔｌｌａＴ））」と同様のものであることは疑いない（Ｔｅｘｔ

Ｄのクリチョグや，ｌｉｎｅ２で祷（ｑａｖｕｚ）の供与をうけるダルマダスという人物も使臣ないしベグであろ

う）．さらにｌｉｎｅｌではｓａｎｇａ（～ｔｓａｎｇａ）「収税吏」への棉布供出が記される．一方，サンクトペテル

プルク所蔵のキビ供出命令文書ＳＩ３Ｋｒ２９ｂ（＝ＵＳｐ１２３）の末尾４：ｎｎｅｓ７-８）には「このタムガ印は［私達］

収税吏たちのものである（ｂｔｊｔａｍＴａｂｉｚ心昭ａ-ｌａｒ-ｎｉｎｇｏｌ）」と記され，この供出命令文書の捺印者＝発

行責任者がｔｓａｎｇａｒ収税吏」と明記される（１６ｔまた棉布（ｂ６ｚ）供出命令文書も多数の例がある｛Ｕ５３２４

＝松＃１５｝５）８ｂ，’ｒｅｘｔ１４；Ｃｈ／Ｕ６９１０ｖ，ＭＩＫＨＩ６２３８＝Ｒａｓｃｈｍａｎｎ１９９５，Ｎｒｎ．５９，８５）．この他に，ＴｅｘｔＤで

支出されている従者（ｔａｐｉＴａ）・ブドウ酒（ｂｏｒ）・肉（匈～ａｔ）も，やはり供出命令文書でも供出物件とし

て檄見する（ｅ，９．，Ｕ５２８５＝本稿ＴｅｘｔＢ；松＃１９９１１ｂ，Ｔｅｘｔｓｌ，３，８，９，１３；Ｕ５６６５ｒ＝松＃１９９８ａ，文轡ＶⅢ；Ｕ

５３０８＝ＵＳｐ７５；Ｕ５３１５＝ＥＴＨＶ．１，．７７，ｐｌ．９．ＶＩ）．

これらの点を考慮すると，ＴｅｘｔＤに記録された物件支出は，ウイグル文供出命令文書によって命

令されたものであった蓋然性が高い．前述したように，これらの物件の多くは「十戸長に私が与えた

もの」として言及される．従って，ウイグル文供出命令文書により臨時・非正規に賦課された物件は，

多くの場合まず十戸長によって徴収され，その上で（あるいは百戸長などさらに上位の公権力者を経

て）使臣やベグたちに供与されたと考えられる．ＴｅｘｔＡで供出物件の受け取り手として指名されるカ

ラ師（Ｑａｒａｂａｘ釘）や，前掲Ｋ７７１９文書（＝松＃１９９８ｂ，’ｒｅｘｔ２）で麺粉の収集に任じられているタシュ

（Ｔａｉ）という人物も，十戸長か，あるいはＴｅｘｔＤ（ｌｉｎｅｌ）や前引のＳＩ３Ｋｒ２９ｂ（＝ＵＳｐ１２３）にみえる収税

吏（ｓａｎｇａ）に類する存在であろう．

なお，ＴｅｘｔＤは・ｌｅｓｌ-６とｌｉｎｅｓ７-９とで文字の太さ・大きさが異なるが，筆蹟自体は同一と考え

られる．これは，＋戸長が十戸内の比較的に富裕・有力な戸から交替で選抜され，配下の十戸構成員

（１６）これをＲａｄｌｏｆｆ【Ｕ恥Ｊ．２１４１はｔｉｉｓａｇごｉと転写して人名とし，梅村［１１１８７ｂ，１１１０９］は不明としたが，篆者は山田

信 夫 教 授 旧 蔵 の 写 真 （ 大 阪 大 学 所 蔵 ） に よ り 訂 正 す る．
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の側では，徴税を担当した十戸長の任期ごとにその税額を記録・集計するという慣行を反映するもの

であろう．このような状況はＴ４，ｘｔｓＥ，Ｆ，Ｇからもうかがえるので，以下に検討する．

ＴｅｘｔＥのｌｉｎｅｓｌ-３，４-１０，１１-１５はそれぞれ文字の大きさが異なるうえに行間を空けて記され，ｎｎｅｓ

４-１０では「ピグが十戸長となって私が与えたもの」，ｌｉｎｅｓ１１-１６では人名不明ながら「（某が）［十戸］

長となって私が与えたもの」を記録している．この点でＴｅｘｔｓＤ，Ｅの書式はほぼ共通するといえる．

このＴｅｘｔＥでの支出物件を供出命令文書のそれと比較すると，ｔｕｒＰａｎａｔｒトゥルファン（行きの）

馬」（ｌｉｎｅｓ７，１３）は，やはり供出命令文書ＴｅｘｔＣの「リュクチュング・トゥルファン（行きの）馬」

との関連を想起させる．またｌｉｎｅｓ１２にみえるｋｉｉｚｉｇｒ番役」も供出命令文轡によってその代納が頻繁

に命じられていた［松＃１９９８ａ；松＃１９９１１ｂ，ＴｅｘｔｓＬ２１７-１０，１２１．

ＴｅｘｔＦでは，タプミシュ（Ｔａｐｍｉ§）という名の十戸長の在任中の棉布（ｂ６ｚ）供出や番役（ｋａｚｉｇ）負担，

さらには麦酒（ｓｏｒｍａ）供出によるトゥトゥン税（ｔｕｔｉｉｎ）代納が記録されている．Ｌｉｎｅ３のアタイ＝トゥル

ミシュは使臣あるいはベグの人名であろう．トゥトウン税代納に関する供出命令文書の実例としては

ＴｅｘｔＢが挙げられる．

ＴｅｘｔＧは，ある十戸長の在任中に税（ｂｉｒｉｍ）として賦課された物件を集計したリストである．破損

峡落のため文脈の把握は困難であるが，それでも番役（ｋａｚｉｇ）や使臣（ｉｌａｉ）に関連して肉・ブドウ酒・

麺粉（ｍｉｎ）・従者などが賦課されたことが確認できる．麺粉供出命令の実例としては前掲のＫ７７１９（＝

松＃１９９８ｙｒｅｘｔ２）が挙げられる．そもそも，このＴｅｘｔＧは供出命令文書（松＃１９９８ａ，文書ｖⅢ）の紙

背を二次利用して作成されている［備考欄参照］．このこと自体が，十戸に属する民戸が供出命令文

書 に よる 物 件 供 出 を 負 担 し ， さ ら に 後 の 時 点 で 税 役 負 担 を 集 計 し た こ とを 示 唆 す る ． な お ， 本 文 書

ｌｉｎｅ１にみえるｂｉｒｉｍｒ租税」の語は，土地貸借契約では土地に賦課される「租税」として言及される

が［山田ｌｖ，ｐｐ．１５２，２００；本稿第１章（２）］，本文書では「正税」以外に供出命令文書による臨時税・

非正規税を含め，広く税役一般を総称したものとみなせよう．

以上，ＴｅｘｔｓＤ-Ｇの諸例からは，十戸組織がウイグル文供出命令文書による臨時税・非正規税の徴

発に際しても賦課徴税単位となっており，また十戸長が実際の徴税責任を負っていたことが判明する．

これを前節での考察結果と併せ考えれば，モンゴル時代ウイグリスタンの公権力は，百戸・十戸とい

う現地ウイグル住民組織，およびその長である百戸長・十戸長を末端の住民支配装置として利用する

ことにより，税役一般の徴収システムを機能させていたと考えられる．

さらに，３件のリスト様文書（ＴｅｘｔｓＨ，Ｉ，Ｊ）も，徴税システムと十戸との関連を示唆する．

ＴｅｘｔＨは「（某人）のものが至った」という書式が１ｏ回繰り返される収入リスト様文書である．こ

こで「（某人）のもの」とのみ記される物件が具体的に何をさすのかは明瞭でないが，おそらく各人

に税として賦課されていた物件や金銭をさすに相違ない（１７），筆者は，本文書の性格について，十戸の

各構成員の税負担が完了したことを，徴収を担当していた十戸長が書き留めたメモの類と推測する．

ただし，文書の各人が十戸長であって，各々が十戸構成員から徴収した税をさらに上位の百戸長のも

とに送ってきた際に，百戸長が書き留めたメモの類とみなすこともできよう．いずれにせよ，この文

書が十進法的住民組織による税役賦課・負担と関連することは確実と考える．

（Ｉフ）Ｍａｎｎｅｒｈｅｉｍ将来の金銭収入リスト文番ＳＵＳ２．４９．１でも「（某人）の□両□銭が至った（ｔｉｉｇｄｉ）」という書式が
繰り返される【Ｒａｍｓｔｅｄｔ１９ｊｌ収ｐｐ．１０-１１＆ｐｌ，ＩＶ】．
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Ｔｅｘｔｌも１０人め人名のリストであり，やはり十戸に関係して作成された可能性が高い．称号シラ

（§ｉｌａ＜§ｎａｖａｎｔｉ＜ｓｋｔ．Ｓａｖａ（ｎ）ｔ）や法泉（Ｖ・ｌｐｓｉｉｉｎ）・斌泉（または賓泉＞Ｐｉｎｓａｉｎ）などの仏教的人名は，

彼らが仏教徒・仏僧であったことを示唆する．ちなみに，前掲のＫ７７１９文書（＝松＃１９９１１ｂ，Ｔｅｘｔ２）で

も，供出負担者として言及されるのは合計１０人（ウヤル＝クトルグ＝テミュノレ，カリンパ＝ラマ，ブヤ

ン＝タシュ，ブヤントウ，チン＝テミュル＝シラ，タシュ＝トレク，ブダシン＝ブカ，イドゥラ＝トゥルミ

シュ＝カヤ，クヴラグ＝クリ＝プカ，アジュン＝シラ）である．これらの供出負担者は遜鐙経営・製粉業

を営む高位の仏僧，！：思われるが［松＃１９９８ｂ，語註２ｒ６ｃ］，Ｔｅｘｔｌとの比較からは．彼ら仏教僧侶も一

般民戸と同様に十戸組織に編成されていた可能性が提示できる．

ＴｅｘｔＪは一面に人名，反対面は棉布の数が列記されたリスト様文書である．人名の書かれた面の前

後が峡落している一方，反対面は末尾に空白を残しているので，人名リストの方が表面，棉布リスト

はその裏面の二次利用と思われる．人名リストで確認できるのは９人であるが，前後の峡路部いずれ

かにもう１人が記載されていた可能性が高い．とすれば，表面はある十戸所属者のリストであり，ま

た裏面は十戸構成員が連帯して負担・支出した棉布の額を裏面に記録したものとも推測できる．

以上の３文書の十戸組織・徴税システムとの関連は推測・可能性の段階にとどまる．しかし，断片

的な文書であっても，資料収集を重ねつつ，その他の文書と連環させることで歴史学的な分析が可能

に な る と 思 わ れ る．

おわりに
モンゴル支配下のウイグリスタン住民は，原則的には千戸・百戸・十戸という十進法的住民組織に

編成され，戸籍調査・検地などに基づく税役を賦課された．ウイグル語・モンゴル語文書中にも「正

税・正役」とみなされる種々の税目名称が確認できる．これらの「正税・正役」以外に，ウイグル文

供出命令文書による臨時税・非正規税も不時に賦課された．ただし供出命令文書による不時の物件徴

発は「正税・正役」に換算されることもあり，その賦課は供出負担者＝現地ウイグル住民の負担能力

を詳細に把握した上で決定された．十戸・百戸組織はこれらの「正税・正役」および臨時税・非正規

税の双方について賦課・徴発単位として機能しており，とりわけ末端における徴税実務は十戸長の責

任のもとで遂行されていた．

以上，本稿では，税役制度と十戸・百戸など十進法的住民組織との関係を中心に考察した．しかし，

十戸・百戸・千戸間の所管関係，＋戸で徴収された税物の集積・運用状況，供出命令文書が公権力か

ら発行され十戸のもとに至るまでの文書行政プロセスなどは，今後解明すべき課題である．また，モ
ンゴル時代ウイグリスタンの全ての税役が十戸・百戸と関係していたとは考えにくい．ウイグル語出

土文献には十戸・百戸以外の住民組織や「共同体」も現われるからである．さらに，これらの住民組

織の実態や社会的・経済的機能にも依然不明の点が多い．このような未解明の課題については，稿を

改めて論じることとする．
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資 料 編

ＴｅｘｔＡＵ５２８５（ＴＭ７１）【ＢＢＡｗ】

［文書内容］牛年（Ｂ４９？）閏１２月１日付，食用馬・短行馬供出命令．Ｌｉｎｅ３までの１（頭の）食用馬，

および１ｉｎｅ９-１０の１頭の短行馬，合計２頭の馬の供出を命令するものとみる．

［研究］ＩＥＴＩ・ｉｖ（１６９／２０１；松＃１９９８ａ，１，１）Ｊ４４-０４５．

［備考］１６．０×１５．３ｃｍ．Ｂｅｉｇｅ．ほぼ完．左端一部峡．漉き縞（５／ｃｍ）のある中質の紙．現在は台紙に

貼付保存．末尾に上から方印（２．１×２．１ｃｍ）１ケ・円印（ｅ３．０ｃｍ）１ケが捺される．方印中央部には

いわゆる「チャガタイ紋章」がみえるので，本文書はチャガタイ＝クルス支配期（１３２０年代後半～

１４世紀末）に比定できる［ｃｆ．松＃１９９１１ｂ，ｐｐ．７-１０１．また円印の印文はｓｋｔ．０１１１を示すブラーフミー文

字を図案化したものと思われる．絶対年代比定については語註ＡＩを参照．

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

ｕｄ皿和１１ａｘｉｐｔａｙｂｉｒ

ｙｎがー（ｌａｔａｎがｉＭａｉ-ｋｉｉ配

血-ｌｔ汝ｂ＆ｂｏＴｕｚａｔ

ｂｉｉｇｌｉｒ-ｎｉｎｇｌ！！ｋａｉｊｎｇ-ｋａ

５゙ ｕｍｉｉ-ｑａｂａｒｙｕ４-ｌａｒ-ｑａｍＵｎＵｐ

ｂａｒＴｕｉｋｉｇ？ｉｓ’ｙ-ａｕｌａＴｙａｎ-ａ

ｑｉｄｉｒｉ】ａｉ・ｋｉｉｌ！！１（ａｔｉｎｇ-ｋａ

ｍＵｎＵｐｂａｒ゙ ｙｕｂｉｒｑｘｓＴ-ａ

㎡ａＴ-ｔａａ）（μｎｑａｂｉｂｉｒｑｘｒｙ-ａ

ｔｌｌａＴ-ｎｉｑｒ-ａ＆ａｘ弧ｑａｂ叫ａｎ

牛年閏戒月（＝第十二月）初（句の）
一日に．トウンギュル使臣への３

日分の１（頭の）食用馬を，（また）

ベグたちのリュクチュングヘ

伝令に行くものたちへの騎

行用の２（頭の）短行馬，また

キディル使臣への，リュクチュングヘの

騎行用の１（頭の）短行

馬のうち，下等のカビが１（頭の）短行

馬 を カ ラ 師 に 供 出 せ よ．

［語註］

ＡＩ：匈ｎ（～沁ｎ＜ｃｈｉｎ．閏＊，ｉ如＆）［松＃１９９８ｂ，語註１ｒｌ］の語頭のＺ-は破損峡落しているが補う．

ａｘｉｐｔ（～ａａｘｈｐｕｔ）ａｙｒ戒月（＝第十二月）」については森安【１９９０Ｊｐ，８１-８２１を参照．１４世紀のウイグ

リスタンの暦は元の正朔である授時暦に従っていたと考えられる【ｃｆ．松井抄９８ｂ，ｐｐ．１０-１１１．しかし授

時暦には本処の年月記載に相当する「牛年閏１２月」は存在しない．ただし１２月に限らず閏月を有する
「牛年」を１４世紀以降に求めれば，泰定２年（１３２５）乙丑（閏正月）・至正９年（１３４９）己丑（閏７月）

が該当する．『元史』順帝本紀によれば，至正７年（１３４７）１０月戊戌には「西蕃」が蜂起して略剌火州

（＜Ｑａｒａ-Ｑｏａ））＝高昌を陥れる事件があり，また西暦１３５２年１２月付のチャガタイ＝ウルス発行モンゴル

語命令文書（ＢＴｒｘｖｌ，Ｎｒ．７０；ｃ£松川１９９５，ｐｌ，．１１６-ｎ８）からは，ソイム（ｍｏ．Ｓｏｉｍ）・コングシル（ｍｏ．

Ｑｏｎｇｓｉｒ＜ｃｈｉｎ，横截）・リムチン（ｍｏ．Ｌｉｍδｉｎ＜ｃｈｉｎ．臨川）というトゥルファン地域の３村落の住民が

この年以前に流散する事件があったことが知られる．これらの史料は，西暦１３４０年代末～１３５０年代初

頭のウイグリスタンにおける政治的混乱を推測させる．筆者は，本文書で授時暦が徹底されないのも

この混乱の影響であり，本文書の「牛年」は至正９年（１３４９）己丑に比定するのがより妥当と考える．

Ａ３，ｂｏＴｕｚａｔ：ｂｏＴｕｚは「喉；胃袋，腹」さらには「食糧；飼料」を意味する［山田ｘｇｌ，ｐｐ．２４６-２４７；
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ＤＴＳ，ｐ，１１０；森安１５１９１，ｐ．６９１．本処ではｂｏＹｕｚａｔで「食用馬」と訳す．このｂｏ７ｕｚａｔという熟語はＵ

５３１１（＝ＵＳｐ９１，１１１１ｅｓ６-７）にも在証される．１０世紀末に宋朝から酉ウイグル国に派遣された王延徳も「貴

人食馬」と馬食の風習を伝える（『宋史』巻４９０，高昌伝）．なお，本行末は余白を残して改行され，

次行から短行馬供出が主題となることを示す．

Ａ５，ｙｕｍｌ：ｙｕｍｕｌｒ伝令，使い走り」【ＥＤ，Ｐ．９３８；森安１９９１．ｐｐ．４４，８９，１２５１と同じとみる．

Ａ４φｓＴ・ａｕｌａＴ：Ｌｉｎ６８-９，９-１０にもみえる．すでに拙稿［松＃１９９８ａ，Ｐｐ．０４４-０４５］で論じたように，

「短行馬」と訳し，ｕｚｕｎｕｌａ７「長行馬」に対置される近距離交通用の馬匹とみなす．

Ａ９，ａｌｌｌｉｎｑａｂｉ：本処は墨勾で囲まれている．ａｋμｎ～ａｌｔｉｎは戸口等級における「下等」と考える［松

井額彗ｂ，語註９ｒ４１．「下等のカビ」なる人物は，やはりチャガタイ＝クルス支配期の供出命令文書Ｕ

５３２５｛＝松＃１５｝９８ｂ，Ｔｅｘｔ３，１ｉｎｅ６）にもみえる．あるいは本処と同一人物かもしれない．

ＴｅｘｔＢＵ９８４（’ｒＭ６８）【ＢＢＡＷ】

［文書内容］牛年（１：３４９？）１２月２２日付，肉・ブドウ酒供出によるトゥトゥン（ｔａｔａｎ）税代納命令．

［写真・転写］ＥｒＨＶ，Ｐ．７０μ６８／１９１＆ＰＬ１０．ＶＩＩ．

［研究］ｌｎｔｒｏ．，Ｉ）．４４４，Ｎ０．１１１；梅村Ｈ｝８１，ｐｐ．６０-６２；楊富學１９９０，ｐ．１８；松＃ＩＳ）９８ａ，ｎ．１１．

［備考］１８．８×１０．２ｃｍ．１３ｄｇｅｃｌａｉｒ～Ｂｅｉｇｅ．ほぼ完（下端少し峡）．漉き縞（５／ｃｍ）のある中質の紙．

現在は台紙に貼付保存．末尾に上から方印（２．２×２．０ｃｍ）・円印（の３．０ｃｍ）・方印（２．７×２．５ｃｍ）各１

ケが捺される．上の方印と円印はＴｅｘｔＡに捺されたものと同一，また文審の筆蹟も同一であるか

ら，ＴｅｘｔＢは明らかにＴｅｘｔＡと同一の公権力者集団により作成・発行されたものである．紀年の

「牛年」も同年であろう【ｃｆ．語註ＡＩ１．最下端の方印の中央部には「チャガタイ紋章」が配され，

その左右には（ｌｕｔｌｕＴ／ｂｏｌ聊ｌ「幸いあれかし」と再構できるウイグル宇銘文が記される．

１

２

３

４

５

６

ｕｄｙｉｌａｘｌｐｆａｙｉｋｉｏ４ｕｚ、-ｑａ・

ｂｕｙｌｌｌｌｌｉｉｍＵｒｉｌａｉ-ｎｉｎｇｎｅｊｋ６ｒ-

-Ｉ函ｎ-ｇｉｉｋ緬ｇａｉ-（ｌａｂｉｒｇａｂｉｒ

奪匹ｂｉＭｉｍｂｉｎｂｏｒ-ｎｉｔ似ｌｎ

ｓａｎ-ｑａｔｕ４ｕｐｔｌｉｒｂｉｉ（ｌｙ-ａ

ｂ参⇒

牛年戒月（＝第十二月）二十二日に．

ブヤン＝テミュル使臣の侍従

たちに番役食糧として与えるべき１（本の）

脚の肉と５［テムビ］ンのプドウ酒を，トゥトウン税の

額に充当して，テルビシュ＝カヤが

供 出 せ よ．

［語註］

Ｂ２，ｎ６ｋ６ｒ：＜ｍｏ．ｎ６ｋｉｓｒ［Ｌｅｓｓｉｎｌｂｐ．５９：３；’ｒＭＥＮＩＪｒＪ８８１．本文書では普通名詞としての「家人；従者，

下僕；属僚・属吏；仲間」の意であり【ｃ£ＥＴＨＶ；梅村１９８１１，「侍従」と試訳する．

Ｂ３，ｋ≒ｌｇａｉ：「番役食糧」と訳し，輪番制の碧役であるｋｉｚｉｇｒ番役」を代納するために供出される

食糧と考える【松＃１９９８ａ，ｎ．１１１．

１１４・，ｂｌｒｓａｑｊｉ・ｊ：ＡｒｉｌｑＩＥＴＨＶ】はｂｉｒ時匈「１石の肉」と解釈し，Ｃｌａｒｋａｎｔｒｏ．ｌ・梅村【１９８１】もこれ

に従う．しかし聊はｃｈｉｎ．石から借用された容量単位であり（山田ＩＶ，ｐ，１７１；ｌ’ｕｌａｄａｘｌｌ４）ｐ．４９２-４９３；

ＥＤ，１）．８６７；森安１９９１，ｐ．５５１，容量単位で肉を計量するのは不自然である．字形も聊＝ＳＹＸではなく
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Ｓ’Ｘ～Ｓ’Ｎである．１．Ｊｉ．ｓａＴにぱ‘ｐｕｒｅ；ｓｏｕｎｄ，ｈｅａｌｔｈｙ，ｇｏｏｄ”【ＥＤ，ｐ．８０３；ＤＴＩ；，ｐ．４８０１の意があるが，本

処ではｐｅｒｓ．ｓａｑ“ｔｈｅｌｅｇｆｒｏｍｉａｌｎｋｌｅｔｏｔｈｅｋｎｅｅ，ｔｈ６ｈａｎｋ’【Ｓｔｅｉｎｇａｓｓ，ｐ．６４２１からの借用語と考えて，

ｂｉｒｓａｑ叫で「１（本の）脚の肉」と訳し，ｓａｑが肉の計量単位として用いられたと解釈する．『飲膳

正要』にも「羊肉」や「熊肉」の計量単位として「脚子」が散見し，またチャガタイ＝ウルス発行モ

ンゴル語駅伝利用特許状にも駅伝利用者へ支給される糧食としてｑｏｙａｒｋ６１ｍｉｑａ（ｎ）「２（本の）脚の

肉」という表現がみえる【ＢＴｒｘｖｌ，１ヽ１１ヅ７２，１ｉｎｅ８；Ｎｒ．７４ｊｉｎｅ１０】．もちろん，これらの「脚」は大まか

に「脚１本」を意味するもので，必ずしも厳密な計量単位ではなかったと思われる．

Ｂ４ｂ，ｔ§ｍｂｉｎ：頻出する液体計量単位［山田ＩＶ，ｐｌｘ１８０，１８２；ＹａｍａｄａｘＩＩ，ｐｐ．４９：３-４９５１，Ａｒ，ｌｔ【ＥＴＨｖｌ

に 従 っ て 補 う．

Ｂ４・５，ｔｉｉ卵ｎｓ皿哨ｌｌｔｕ４ｕｐ：本処をＡｒａｔ【Ｅ７ｒＨＶ】はｔｕｒｐａｎｓａｎ-ｉｎ-ｑａｔｕ・ｊｕｐと読み，Ｃｌａｒｋ【ｌｎｔｒｏ．】・梅村

【１９８１１もこれに従ったが，原文轡を実見した結果訂正する．ｓａｎの原義は「数字」であるが，本処の

例をＡｒａｔ田ＴＨＶ】は「勘定，支払額（ｈｅｓａｐ）」と解釈し，梅村【１９８１，ｎバ２２１はＡｒａｔ説を承認しつつ「帳

簿」と訳した．さきに筆者はこの梅村案を採用したが［松＃１９９８ｂ，語註１３『６１，現時点ではＡｒａｔに従

い，抽象的に「額」と訳す．Ｃｌａｒｋ【ｌｎｔａ，ｐ．４４４】が本処のｓａｎを“ｇｒａｎａｒｙ”と訳すのは，おそらくｓａｎｇ

（～ｔｓａｎｇ＜ｃｈｉｎ．倉＊ｔｓａｎｇ）「倉，倉庫」とｓａｎとを混同したためであり，従えない．ｖ．ｔｕｔ-を「充当す

る；代納する」と解釈することについては拙稿［松＃１９９８ａ，ｐｐ．（）：３６-０３８］を参照．ただし，梅村のよ

うにｓａｎを「帳簿」と解釈すれば，「トゥトウン税の帳簿に書き留めて（＝記録して）」と訳し，税

の代納にともなう文書行政上の処理を示す文脈と理解できる．さらに，１１５世紀のカザン＝カン国のテュ

ルク語命令文書ではｔＵｔＵｎｓａｎと熟した形で税目名称となっているので【ｃｆｌ松＃１９９８ｂ，語註１３ｒ６１，本

処でもｔＵ卯ｎｓａｎを熟語とみて「トウトウン税」と解釈できるかもしれない．いずれにせよ，本文書

で命じられている肉・ブドウ酒供出によってトゥトウン税（あるいはその一部）が代納されることは

確 実 で あ ろ う．

Ｂ５，ｔｉｒｂａ：くｐｅｒｓぬｒ嗜μ１１ｔｒｏ．，ｐ，１６８１．本処では人名．Ａｒ，ｌｔ【ＥＴＨＶＩはｔａ（βと読み，梅村【１９８１１も

これに従うが，訂正すべき．

ＴｅｘｔＣＵ５３１４（ＴｎＳ１９ｂ）【ＢＢＡｗｌ

［文書内容］某兎年１０月１４日付，馬匹供出による番役代納命令．

［研究］ＥＴＩ・Ⅳ，ｐ．３ｅＳＱ０３／５５）．

［備考］センギム（相談巨ｍ）遺跡出土．１０．０×５．２ｃｍ．Ｃｈａｍｏｉｓ（ｘ．ほぼ完．現在は台紙に貼付保存．

末尾に釣鐘状六角形の印章２ケ（２．４×１．４ｃｍ；１．９×１．３ｃｍ）が捺される．草書体で書かれており，ほ

ぼ確実にモンゴル時代に比定できる．

１

２

３

４

５

ｔａｖｉ§Ｔｎｙｎｏｎｕｎ６ａｙｔ６ｒｔｙｇｎｎｉｋｉ

ａｂｉｉｑ-ａｂａｌａｔｏｎｇａｉｌａｉ-ｌａｒ-ｋｉｉｑｉｓ１１-ｑａ

ｂａｒｙｌ４ｔ６ｒｔａｔ-ｔａｓｕｖａｓｄｉａｙ

ｂｉｒａｔｂａｉｋａｚｉｇｂｉｒｉｐ

ｌａｋａ昭ｔｕｒＰａｌｌａｔ-９ｔｕ（ｊｚｚｌｚｌ

兎 年 第十月十四日に．

アビシュカ，バラトンガ（の）使臣たちへの，キシルに

［行くべき］４（頭の）馬のうち，スヴァスデイ戸が

１（頭の）馬を第１番役（として）供出し，

リュクチュング・トゥルファ冴行きの）馬に充当せよ．
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［語註］

Ｃ２，ｑＭＩ：原義は「峡谷，渓谷」［ＥＤ，ｐ，６６７］，本処では地名．本文書以外にも数件のウイグル文書に

在証される．まずＺｉｅｍｅ【１９７６，ｐ．２４８１はＣｈ／Ｕ６２４５ｖ（ＴｍＭ１１７，ｎｎｅ２）の在証例を紹介し，同地をク

チャ（Ｋｕａａ）西北に位置する著名なキジル（ＱＩＳ）遺跡に比定した．しかし．（こｈハＪ６２４５は実際には発送

されなかった書簡の草稿らしく，ＱＭＩはその発信地として言及されている．一方，Ｓｔｅｉｎ将来（現在

はＢｒｉｔｉｓｈＬｉｂｒａｒｙ所蔵）の（：）１・．１２４５２Ｂ-９（Ｍ，Ｂ．Ｖ．０２，１ｉｎｅ４：／ｎｆｓａｊｚｊ４ｊｊａｍ，ＰｌａｔｅＣＸＸＶＩ）は，マギ

（Ｍａ７ｉ）という人物からキシルの人たち（ＱＭＩ-ｌｉＴ-ｌａｒ）に送られた書簡である．Ｃｈ／Ｕ６２４５，（：ｋ１２４５２Ｂ-９

の両文書は出土地記号（ＴⅢＭ；ｌｖｌ，Ｂ．Ｖ．）からムルトウク（Ｍｕｒｔｕｑ）避跡発現と判明するので，問題の地

名ＱＭＩもムルトウク近辺に位置したと推測できる．ただしＭａｉｎｚ’７３（＝ＴⅢＴＶ５６；Ｕｉｇｕｒｉｃａ，Ｉ）．１４）には

ｑｏさｏｑＭＩ一時「高昌ｑＭＩの人」，ベゼクリク（Ｂｉｉｚｉｉｋｌｉｋ）壁画断片ＭＩＫｍ８４５３の銘文（ＢＴｒｘｌ瓦Ｔｅｘｔ５９，

１ｉｎｅ３）にはｂｕｌｌｉ§ｔａａ７ａｄｌｌｌｌｑＭＩ-ｔａｒこの秀でた（？）阿蘭若のｑＭＩに」とある．これらの用例からは，

ＱＭＩは特定の村落・城市ではなく，ベゼクリクやムルトゥクを含む火焔山北側の渓谷地帯を意味した

とも考えられる．さらにＳＩ０．３９帥１７ＲＤ０．９，１ｉｎｅ４）およびＵ５２９３（＝ＵＳｐ１７，１ｉｎｅ９；Ｔｙｒｙｍｅｕ１９８３，ｐｐ．

：２１３-２１４；小田１９９０，ｐｌ）」５・１６）にも在証されるが，具体的な比定につながる情報はない．なお，この地

名の語源をｑ￥Ｉ～ｑＭＩｒ赤，赤い」【ＥＤ，ｐ．６８３】とみなすことも可能である．その場合でも，火焔山を

現地ウイグル語でＱＩＳ-Ｔ町（紅山）と呼ばれることと関係があるかもしれない．

Ｃ３，ｉｉｙ：字形は’ＷＹＹとは読みづらいが，Ｕ５３０３，Ｕ５３１６，Ｕ５２９７（＝松＃１９９８ｂ，Ｔｅｘｔｓ９，１０，１２）‘の例

との比較から「戸」と解釈する【ｃｆ．松＃１９９８ｂ，語註１ｒ５１．

Ｃ５：文末のｔｕｔｚｕｎは不鮮明だが原文書から確認した．ＡｒｉｌｑＩＥＴＨＶ］は末尾の命令文言をｒリュクチュ

ングとトゥルファンの馬の帳簿に記載せよ（ＬＵｋｇｕｎｇｖｅＴｕｒｆａｎａｔｌａｒｌｈｅｓａｂｍａｌｃａｙｄｅｔｓｉｎ）』と訳す．本処

のＩ吐ａｉｎｇｔｕｒｐａｎａｔとは，本文書の出土地センギムからリュクチュングないしトゥルファン，あるい

はリュクチュング・トゥルファン間の往復に，用途を限定された馬匹と考えておく（１８），おそらく，本

文書の供出負担者スヴァスデイ戸は，この馬の供出を本来負担すべき番役（ｋａｚｉｇ）として賦課されて

いたところ，その馬が臨時的・例外的にキシルヘ向かう使臣たちに供出されることとなったため，こ

れを本来の馬匹供出に充当したものであろう．

ＴｅｘｔＤＵ４８４５ｖ（ＴＩ（ｘ）【ＢＢＡＷ】

［文書内容］支出リスト．

［転写］ＲａｓｃｈｍａｎｎＳｇｊ５，１）．１１２，１’ｉｌＵＯ（ｎｎ。ｓｌ，５-６）．

［研究］Ｋａｒａ＆Ｚｉｅｍｅ１９１１６，ｐ．３２０；Ｒａ如ｌｍａｌｍ１９Ｓ）ｊｉ，ｐ．４５．

［備考］高昌故城の寺院址ａ出土．１９．１１ｘ９．０ｃｍ．１３１１１ｅｒｏｓ６～Ｏｃｒｅｆｏｎｃ６．左端・右端峡．泥によるコー

ティング加工があり，縦方向に細かい漉き縞（６／ｃｍ）のある中上質の紙．ウイグル語仏典『佛頂心

大陀羅尼』写本｛Ｋａｒａ＆Ｚｉｅｍｅ１５｝８６，ｐｐ．３２０，３３１＆Ｔａｆ．ＸＩ】の紙背の二次利用．草書体で書かれ，ま

たｍｏ．ａｑａｒ兄」の借用（ｌｉｎｅ４）からもモンゴル時代に比定できる．

（１８）このような特定のオアシス間を結ぶ交通制度としては，麹氏商ＩＩＳＩ：蚕時代に特定の郡県内もしくは郡県と国都
高昌との往還に役使された「郡上馬」制度｛関尾１９５｝３，ｐ．１２２］が想起される．
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【ｍｉｓｓｉｎｇ】

【】ｙａｚｉｍｑ❼ｂ６ｚｋｉｌｔｉａｌｇ-ａｑａｂａｙ-ｑａｂｉｒｂ６ｚ

ｕｉａｑ-ａｏｎｂｉｉｇｉｎ・ｇｉ１）ｉｎｘｇ-ｉｍ呻１１１ａ（叫-ｑａｂｉｒｑａｖｕｚ

ｋ６ｎ己ａｋｉｌａ-ｌｉｉｒ-ｋｉｌ吐芒ａｎｇ-ｋｊｉｂｉｒｕｌａ’ｙｂｉｉｂ吋ｍａｎ

ｂｏｒｂｉｒｔａＰ竹ヽ ４-ｔｉｉｍｉｉｎｌｌｑａ-ｑａｙｉｔｉｙａｆｉｍｂａ４ｍａｂｏｒ

（．．）Ｓ（．）Ｗａｌｉｐｂｕｌａｑａ-ｎｉｎｇｓａｎ・ｔａｂａｑｉｒ-ｑａｓｉｋｉ！ｉ「

芦ｒｈｇａｆｉ＆政ｋｌｉｌｄｉ

ＰａＴｓｉｐａｏｎｂｌｉｇｉｎ-ｇｉｂｉｍｌ延-ｉｍｑｕｎ＆Ｔ・

-ｑａｂ；ｌ≒-ｔａｉｋｉａｔｂｉｒｔｉｍｂ亀ｌ（ｌａ４ｉｎｇ

ｏ芦１-ｉ１１-Ｔａｂｉｒｔ）祠ｍａｎ祠ｂ（…・．）さ

【ｍｉｓｓｉｎｇ】

［前訣］
…・０．５尺の棉布が入った．収税吏カバイに１棉布．

ウシャカ十戸長に私が与えたもの．ダルマダスヘの１（枚の）祷．

キョンチュク使臣たちへのリュクチュング行きの１（頭の）駅伝馬，５斤の

ブドウ酒，１（人の）従者．万戸長殿への７．５斤のプドウ酒
‥‥取って与えた．ウシャカの額で（１）銭に８．５

尺ずつの棉布が（かかって）来た．

パグシ八十戸長に私が与えたもの．クリチョグ

に城市（内）での２（頭の）馬を与えた．プカの

息子に１斤の肉を与えた．‥‥‥

［後訣］

［語註］

Ｄ１，ｓａｎｇａｓａｎｇ（＜ｃｉｎ．倉・・‘ｒｊ’ａｇ）に職掌を示す接尾辞＋１５１が接続したもので「収税吏，徴税人」を

意味する｛Ｚｉｅｍｅ１９８１，ｐｐ．２４５-２４６，２５３；松＃１５｝９７ｂ，Ｐ．３０］．

Ｄ２ｂ，ｑａｖｕｚ：カラカルパク方言のｑａｖｕｚｒ新生児用マットレス（ｓＴｐａＩＵｘｓ１１０９０ｐ（）］ｑｅｕｏｌｘ））」【ＥＳＴＪ

Ｖ，ｐ．１７３１ないしオスマン語のｑａｖｕｉｒ帯，ショール（Ｇｕｆｔ，Ｓｈａｗｌ）」（Ｚｅｎｋｇｄ）．６８６；Ｗｔ）ＩＩ，Ｐ．４７１１との関

連 を 推 測 し ， こ こ で は 「 裾 」 と 試 訳 す る．

Ｄ３，ｂａｔｍａｎ：＞ｍｏ．ｂａｄｍａｎ，頻出する重量単位．この，１４１．ｂａｔｍａｎ＝ｃｈｉｎ，斤の対応は，明代の『華夷詳

語』からつとに推測されていた（山田Ｉｖｄ）ｐ．１９５-１９６；’ｙ’ａｍａｄａｘＨＪ．４９８１．さらに，元代銅権に記さ

れ た ウ イ グ ル 字 モ ン ゴ ル 語 ・ ア ラ ビ ア 字 ペ ル シ ア 語 ・ パ ク 八 字 漢 語 ・ 漢 字 漢 文 の 四 体 合 璧 銘 文 に も

ｃｈｉｎ．斤秤／ｍｏＪａｄｍａｎｄｅｎｇ「斤の秤」という対訳例がみえる（１９）．従って，モンゴル時代の１１略ｔ）ａｔｍａｌ

（１９）Ｍｏ，ｄｅｎｇ（ｃｈｉｎ，戮，（ｌｅｎｇｓｅ＜ｃｈｉｎ．戮子“ｂａｌａｎｃｅ，ｇａｌｅ”【Ｋｏｗａｌｅｗｓｋｉｍ，ｐ．１６９１；Ｌｅｓｓｉｎｌ；，ＰＪ５２１黄時鑑【１９９８，

Ｐ，２０５】は四体合璧銘文銅権８点の悄報を整理するが，１），ｌｄｍａｎｄｅｎｇを-ｕｔｅｍｄｅｇと誤読する．まフニ．Ｋａｒａ（２００１，

ｌ）．８２１は１例（おそらくは黄時鑑１９９８，Ｎ０．７）のモンゴル語銘文を誤ってウイグル語で解読している．
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（～ｍｏ．ｂａｄｍａｎ）＝ｃｈｉｎ，斤の対応もほぼ確証されたといえ，１，ａｔｌｎａｎは「斤」と訳すことができる．元代

銅権の現物による１斤（＝１６両＝１６０銭）の計測値は５８５．７～６３７ｊｇの間でばらつきがあるが，銀錠か

らは約６４０ｇという平均値が推計される（劉幼錘１５）８６，１）ｐ．１７；！-１７３；ｃ£森安１９９７ａ，ｐｐ．９-１３１．

Ｄ４，ｔｉｉｍ§ｎａｑａ：モンゴル時代のウイグル語印刷仏教文献（Ｕ４７６１）の識語には板刻の発願人としてブ

ヤン（Ｂｕｙａｎ）という名のｔｕｍｉｉｎｂｉｉｇｉ（～ｔＵｍａｎｂｉｉｇｉ）「万戸長；万人長」が現われる．さらに彼の父チャ

キルチャ（ｅａｑＭａ）・叔父オテミシュ（６４１ｍｉ§）もやはり万戸長であったことが記され，万戸長が世襲

職であったことを示す【ＢＴｒｘⅢ，Ｔｅｘｔ４９；Ｚｉｅｍｅ１９９２．ｐｐ．５４-５６１．本処のｔＵｍｉｎａｑａは単なる個人名の

可能性もあるが，上記の万戸長の存在やａｑａ（＜ｍｏ．ａｑａ）「兄」が男性の敬称となることも考慮して，

「万戸長殿」と試訳する．

Ｄ５ａ，ｕｉａｑａ・ｎｉｎｇｓａｎ・ｔａ：Ｒａｓｃｈｍａ皿［１９９５］はこの部分を解釈しない．次註も参照．

Ｄ５ｂ，ｂａｑｉｒ：Ｒａｓｃｈｍａｕ（１９９５１は１）（ａ）酋として人名と解するが，貨幣単位ｂａ（μ「銭」とみなすべき

だろう［前田１９４４＝前田１９７３，ｐ．１９；森安１９９７ａ，ｐｐＪ-１３１．直前部を含めた「ウシャカの額で（１）

銭に８．５尺ずつの棉布が（かかって）来た」という文章は解釈に苦しむが，十戸長ウシャカが徴収す
４き税額（ｓａｎ）が銭建てで「’（ン１・功・・って）来た」のに対し，実際には棉布で折納し，その際の折納基準

が１銭＝棉布８．５尺とされたことを意味するものとかりに推測しておく，

Ｄ’７，ｐａＴｓｉｐａ：＜ｔ血’１）ｈａｇｓ-ｐａ．同名の人物としてはクビライにより国師（のち帝師）に任命されたパ

クパ（パスパ）が有名．帝師パクパはウイグル宇でＰ’ＸＹＳＰ’＝Ｐｉｌ・ｙｉｓｐａ（～ＢａＴｉｓｂａ）と綴られた例が知

られる（中村・松ＪＩ１１５）９３，ｐｌ１’７３-７４１．本処と語中の-ｉ-の位置が異なるのは介在子音のためであろう．

ＴｅｘｔＥＣｈ／Ｕ’７４６０ｖ（ＴＩ（ｚ）【ＢＢＡＷ】

［文書内容］支出リスト，

［転写］Ｒａｓｃｈｍａｎ１９９５，ｐ．１４６，Ｎｒ．’７０（ｌｉｎｅｓ２-４，９，１４）．

［研究］Ｒａｓｃｈｍａｎｎ抄！）ｊ５，ｐｐ．ｊ１１，４５，７９．

［備考］高昌故城の寺院址α出土．１８．６×２７．５ｃａｏｃｒｅｃｌａｉｒ．下端完，漉き縞のない上質の紙．漢文

印刷仏典『不空罰索神愛仮言経』（『大正新脩大蔵経ＪＮ０．１０９２，ｖｏｌ．２０，ｐ．：２：２８ａ１４-２７』の紙背の二

次利用．Ｉ．．ｉｎｅｓ１１-１２間に紙縫あり．草書体で書かれ，またカラン税（ｑａｌａｎ：ｎｎｅｌ）がみえることか

らもモンゴル時代に比定できる．

【ｍｉｓｓｉｎｇ】

ｒ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｒ
ｉ
　
ｌ
ｍ

４
Ｒ
　Ｗ４ｉ
　ｌ

】（・。）ｙｎｇｉｑａｌａｎ-ｔａｂｉｒｍｉｉｉｍｔａｚｑｕｍｂｕｒ

］函貳ｂｉｌｘｉｉｑｏｙｎ．ｑａｂｉｒ砧ｚ

１９ａｒｉｔａｋＵｎｉａｌｔｍｇａｌｔｉｂ６ｚｂ。岫・

【】ｂｉ７ｏｎｂｉｇｉｂｏ／ｕｐ玩ｒｍａｉｍｉｋｉｂ６ｚｂｉｒ

ｌ
ｌ
Ｉ

】ｏ４ｕｚ-ｑａ（………）Ｔ（．）Ｄ（．．．）-ｑａｙａｒｉｍｂ６ｚ

］ｑｏｙｎ-ｑａａｎ【】（．）【】ｌｙｊ❹ｉｍｂｉｒ

ｌ（．）０さ【】ｂ６ｚｔｕｒｐａｎａｔ，ｑａ
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１０

１１【

１２【

１３【

１４【

１５【

１（。）５／ａｐｉ・１・【１（。）【】Ｌｏｑｙａｎ帥ａａ

］（，）Ｙ-ｑａｉｋｉｂ６ｚｏｎｑ❼ｋａｌｄｉ

ｌｂｏｌｄｒ

ｌｏｎｂｉｇｊｂｏｌｕｐｂｈｌｉ§ｉｍ

］ａｙａｌｔｉｙｇｒｍｉｋｉｉｋａｚｉｇ-ｔｉ

ｌｂｌｒｄｉｍｔｕｒｐａｎｂｉにｔｂｉｒｔｉｍ

ｌ（．）聊ｂｉｒｔｉｍ

］Ｓ’Ｒｑａｒｉｂ６ｚｋｉｌｄｉｔｕｋｉｊｎｉ

１６【ｌｂｏｌｄ￥

【ｍｉｓｓｉｎｇｌ

１

［前峡］
‥‥‥新しいカラン税のうち私が与えたもの．タズ＝クムブル

２ ‥ ‥ ‥ ２ （ 頭 の ） 馬 を 与 え た ． 羊 に １ 棉 布

３ ‥ ‥ ‥ 尺 ． そ の 合 ｌ 汁 は ６ ６ 棉 布 と な っ た．

４ ・ ‥ ・ ビ グ が 十 戸 長 と な っ て 私 が 与 え た も の ． ２ 棉 布 ， １

５ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ 三 十 日 に ‥ ‥ ‥ ‥ と し て ０ ． ５ 棉 布．

６ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ 羊 に １ ０ ‥ ‥ 私 は ‥ ‥ し た ． １

７ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ３ ・ ・ ・ ・ 棉 布 ， ト ウ ノ レ フ ア ン （ 行 き の ） 馬 に ‥ ‥

８ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ヤ ピ グ ‥ ‥ ‥ ‥ ま さ に そ の 慣 例 通 り に

９ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ｌ こ ２ 棉 布 （ が ） １ ０ 尺 （ ず つ で ， か か っ て ） 来 た．

１ ０ ・ ‥ ・ ［ 合 計 は ］ ‥ ‥ ‥ と な っ た．

１ １ ‥ ‥ ‥ ［ が 十 戸 ］ 長 と な っ て 私 が 与 え た も の．

１ ２ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ □ 月 十 六 日 に ． 番 役 で

１ ３ ‥ ‥ ‥ 私 は ［ 与 え ］ た ． ト ウ ル フ ァ ン （ 行 き ） の １ （ 頭 の ） 馬 を 私 は 与 え た．

１ ４ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ □ 石 を 私 は 与 え た．

１ ５ ‥ ‥ ‥ ‥ □ 尺 ず つ の 棉 布 が （ か か っ て ） 来 た ． そ の 合 計 は

１ ６ ‥ ‥ ‥ ‥ ［ と な ぅ た ． ］

［ 後 峡 ］

［語註］

Ｅ２，ｑｏｙｎ：Ｒａｓｃｈｍａｎｎ１１９９５１は文脈から「ヒツジ税（Ｓｃｈａｆ-Ａｂｇａｂｅ）ｊとみなすべきというが，今後さ

らに検討が必要である．

Ｅ３ａ，ｑａｒｉ：Ｒａｓｃｈｍｉｌｎｎ［１９９５１は-１❼とするが，原文書調査の結果訂正する．
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Ｅ３ｂμａｋｉｉｎｊ：名詞ｔｉｌｋｉｌｎに人称語尾＋ｉが接続したもの．Ｅｒｄａｌ【ＯＴＩＶＦ，ｐｐ．３０１，３０３１の所論によりつ

つ「その合計（ｓｅｉｎｅｓＧ・ｚｓａｍｔｅｓ）」と訳すＲａｓｃｈａｍｎｌＵ１９９５］に従う．ｌｊｎｅ１５にも現われ，また１１ｎｅ１０の

訣落部分にも存在したことは書式からほぼ確実である．ここで「合計」に続いて記される棉布の額は，

実際に支出された棉布そのものではなく，支出した馬（ｌｉｎｅｓ２，７，１３）や穀物（ｎｎｅ１４）の代価を棉布に換

算したものかもしれない．

Ｅ４，ｂｏｌｕｐ：Ｒａｓｃｈｍａｎｎ【１９９５１はｂｉｒｉｐとするが訂正する．泥が付着しているため判読しづらいが，-Ｌ-

のフックが語頭のＰ-の円弧の右側に読み取れる．Ｕｎｅ１１でもｂｏｌｕｐは本処と同様に書かれる．

Ｅ９，１ｋｊｂ６ｚｏｎｑａｒｉｋｉｌｄｌ：ＴｅｘｔＤ（ｎｎｅｓ５-６）の例と比較して「ｌｏ尺ずつ（＝１ｏ尺もの）の棉布が２つ

（かかって）来た」と解釈し，公的長尺規格をもつ棉布が税として賦課されたことを示す文脈と考え

る．Ｌｉｎｅ１５も同様の文脈であろう．

ＩＩ；如，ｂｏｌｄｉ：写真では語末は-Ｐのように見えるが，これは表面の漢字の裏写りである．語末の，Ｙは

かす れて い る が 読 み 取 れ る．

Ｅ１５，【】Ｓ’ｌｌ：ｓａｋ叫ｒ「８ずつ」ないしｔ，：，ｑｕ！ａｒｒ９ずつｊのいずれかであろう［ｃｆ．Ｒａｓｃｈｍａｎｎ１９９５１．

ＴｅｘｔＦｃｈ／Ｕｌｓ９８６ｖ【ＢＢＡｗ】

［文書内容］支出リスト．Ｒａｓｃｈｍａｎｎ［１９９５，ｐ．１４１１は疑問符付きで「売買契約（Ｋａｕｆｋｏｎｔｒａｋｔ）？」と

す る が， 訂 正 すべ き．

［転写］Ｒａｓｃｈｍａｎ１９９５，ｐ，１４１，Ｎｒ．６０（ｌｉｎｅｓｌ-３）．

［備考］２６．１×５．３ｃｍ．Ｂｅｉｇｅ～Ｃｈａｍｏｉｓｏｃ．上端・下端完，漉き縞のない中上質の紙．漢文仏名経（内

容未同定）紙背の二次利用．草書体で書かれ，またヤサク税［語註ＦＩ］がみえることからもモン

ゴル時代に比定できる．

１

２

３

４

５

１

２

３

４

５

｛１１１１ｓｓｉｎｇ｝

ｂ６ｚａ１４）ｙａｓａｑ（…）【】（．）【】

ｙｉｔｉｎａａｙｔ６ｒｔｙｌｌｍｌｉｋｉｉｔａｐｍｇｏｉｉｂ４ｉｂｏｌ叩

ａｔａｙｔｕｒｍｌ-（ｌａｂｉｒｂ６ｚ直ｐｂｙａｎ-ａｋａｚｉｇｋｔｉｎ硬ｉ

【】Ｃ）μｉｚｌｉｚｌ-ｋａｂｉｒｉｔｉｈｏｒｍａｂｙａｎ-ａ記ａｎａｋａｚｉｇ

【 】 （ ． ） 【 】 （ ． ） 【 】

ｌｍｉｓｓｉｎｇ】

［前峡］

棉布を取って，

第 七 月 十 四 日 に ． タ プ ミ シ ュ が 十 戸 長 と な っ て

ア タ イ ＝ ト ゥ ル ミ シ ュ に １ 棉 布 を 取 っ て 与 え た ． ま た 番 役 の 日 に

‥ ‥ ト ゥ ト ゥ ン 税 と し て １ 杯 の 麦 酒 を 与 え た ． ま た 第 ３ 番 役

●曝●●●●●●●●●●・●●●●●●丿●●●●・●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

［ 後 峡 ］
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［語註］

ｉｌ，ｙａｓａｑ：～ｍｏｊａｓａ（’ｙ・）ｒｒＭＥＮＩＶ，ｒ・Ｊｌｒ．１’７８９】．Ｒａｓｃｈｍａｎｎ【１９９５】は「命令（Ｂｅｆｅｈｌ）」と訳すが，本処

ではモンゴル語文書（ＢＴＩ｀ＸＶＩ，１ゝＪｔ６８，ｎｎｅｓ９，１５；ｌ‘４ｒ．（５９，１ｉｎｅ９）の用例と同じく税目名称と考える．

Ｆ２，ｂｏｌｕｐ：この部分は文字がかすれているため判読しづらい．Ｒａｓｃｈｍａｎｎ【１９９５１は属格語尾-ｎｉｎｇ

と読むが，ＴｅｘｔＥ０ｉｎｅｓ４，１１】，ＴｅｘｔＧ（ｌｉｎｅ１）との書式上の類似から訂正する．

Ｆ４ａ，ｔｉｉｔｔｉｎ：この語の右半部が訣落しているため確実ではない．Ｌｉｎｅ１と比較すると１６ｒｔｒ四，４」

と も 読 め る ． ま た ， 文 脈 か ら は 使 臣 や ベ グ の 人 名 で あ っ た 可 能 性 も 残 る．

Ｆ４ｂ，１叫：～ｉｄｉｒ‘ｃｕｐＪｃｓｓｅｌ”【ＥＤ，ｐ．７２】，本処のようにｓｏｒｍａ～ｓｏｍａｒ麦酒，ビール（Ｗｅｉｚ《・ｎｂｉｅｒ）」

【Ｚｉｅｍ６９９７，ｐｐ．４４１-４４２１やｂｏｒｒブドウ酒】の計量に用いられる例が頻見する（ｅ・ｇ．，Ｃｈ／Ｕ６９７７ｖ，ｐｓｊ加；

（：ＸＵ７３７：３ｖ，ｌｉｎｅ８）．

ＴｅｘｔＧＵ５６６釦（Ｔｎｓ２１）【ＢＢＡｗ】

［文書内容］租税リスト．

［転写］Ｒａｓ４ｚｈｍａｎｎ１９９５，ｐ．１２８，ｒゝｌｒ．３７（ｌｉｎｅ１２）．

［備考］センギム遺跡出土．１７．３×１５，０ｃｍ．上端訣．Ｌｉｎｅｓ６-７，１１-１２間に紙縫あり．元来は別々の３

文書を連貼し，その裏面を本リスト文書作成のために二次利用したもの．紙質はいずれもＢｅｉｇｅ～

（：ｈａｍｏｉｓａ，漉き縞（５／ｃｍ）のある不均質な中下質の紙．草書体で書かれており，ほぼ確実にモンゴ

ル時代に比定できる．表面中央部分は筆者が転写テキストを発表している（松＃１９９８ａ，文書ＶⅢ）．

-

１

２

３

４

５

６

-

［ｍｉｓｓｉｎｇｌ

【】ｏｔｕｚ-ｑａ（・…）ｒｏｎｂａｇｉｂ・ｌｕｐｋｌｍｉ§ｂｉｒｉｍ

【】（・．）-ｑａｋ匈ｉｇ-ｔａｂｉｒｙａｒｉｍｂａ・ｊｍａｎ耐ｉｋｉ

【】ｉ晦ｂａ（ｊｍ・・ｎｍｉｎｏｎｂａｂａ（ｊｍａｎｂｏｒｂｉｒａｙａｑＧ）Ｄ（．．）

【１（…．．）配ｉ一加此ｑｒｉｉｋｉｙａｌｉｍｔａｐｉＴａ

【】ｂｊｒａｔ

【ｌｙａｒｉｍｂ∂ｚａｓｉＴｏｑｄａｙｉｔｉｙａｒｉｍｑｒｉ

２

３

４

１

１

１

̶

̶

］（…Ｍ。．）ｂ６ｚ

］（．…）ｂｏｒ

］（．）【】（…）

１１５

［ｍｉｓｓｉｎｇｌ

】（。）ｋｉｉ孚ｉ１１-ｚｉｉｑａｎｙｚｙｌｄａｙｊ／ａ-ｋｉ｛。。｝

】ｌ）ａ（ｌｍｕ匈ｂｉｒｙａｒｉｍｂ叫ｍａｎｍｉｎ｛…｝

】（。）ｙａｒｉｍｔａｐｉＴａａ§-ａ-ｎｉｎｇｂｉｒ

］１）ｉｉｇｌｉｋ・Ｊｉｒ、-ｋａｂｉｒ、ｙａｒｈ．ｒａｐｉＴａ

ｌ（、…）Ｔ（………）

１

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

フ

８

９

０

１

１

１



１０

１１

１２

１３

１４

［ 前 峡 ］

… ・ 三 十 日 に ‥ ‥ ‥ カ Ｓ 十 戸 長 と な っ て ， （ か か っ て ） 来 た 税 役

‥‥‥ｌこ，番役で１．５斤の肉，２

…・５０斤の麺粉，１５斤のブドウ酒，１杯の‥‥

‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ 使 臣 に ３ 尺 ， ２ ． ５ （ 人 の ） 従 者

‥ ‥ ‥ ‥ １ （ 頭 の ） 馬．

‥ ‥ ‥ 半 の 棉 布 ， 利 息 の 分 け 前 で ７ ． ５ 尺

… ・ 番 役 で ， カ ニ ム ダイ 使 臣 に ｛ ‥ ‥ ｝

…・［斤の］肉，１．５斤の麺粉，｛‥‥｝

‥‥‥‥‥０．５（人の）従者，食事係の１

‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ペ グ と な る 者 た ち に １ ． ５ （ 人 の ） 従 者

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 丿 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ 棉 布

‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ブ ド ウ 酒

・ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ・ ● ● ●

［後 峡］

［語註］

Ｇｌｌ・，ｏｔｕｚ・ｑａ：ＴｅｘｔＦ（：ｈｅ２）にも十戸長の就任月日を記す例があることから補う．

Ｇａ，（・．・．）ｒ：゛Ｉ゛ｅｘｔｓＥ，Ｆの例と比較すれば，ここに人名があったことは確実である．

Ｇ：１（：，ｂｌｒｉｍ：本処では広く税役一般の総称とみる［本稿第３章（２）］．

Ｇ４ｊＭｙａｒｉｍｔａｐｉｙａ：「２，５人の従者」というのは不自然であるが，後文にもｙａｒｉｍｌａｐｉ・ｙａｒ０．５人の

従者」（ｌｉｎｅ９），ｂｉｒｙａｉｉｍｔａｐｉ‘呻「１．５人の従者」（ｎｎｅ１０）がみえる．それぞれ５人・１人・３人の従者

供出を，本文書の執筆者が，もう１人の供出負担者と分担したことを示すものか．

ＧＩら（）ｑｄａｓｏｑにぱａｓｈａｒｅｏｆａｎｉｎｌｌｅｒｉｔａｎｃｅ”の意があり【ＥＤ，ｐ．７６】，本処では「分け前」と試訳する

が，文脈は必ずしも明瞭ではない．他の語の可能性もある．

Ｇ１０，ｂｉｇｌｌｋ・ｌｉｒ：ｂｌｉｇｌｉｋは「４グ用の，ベグのための」ないしは「ベグとなる者」の両様に解釈でき

るが（○’ｒＷＦ，Ｉ）．１２９１，本処の文脈からは後者とみなす．

ＴｅｘｔＨＣｈ／Ｕ６３２ｋ（ＴＩ５２９ｘ）【ＢＢＡｗ】

［文書内容］収入リスト．

［備考］拉．０×１０．３ｃｌｎ。Ｏｅｒｅ．ほぼ完．漉き縞（５／ｃｍ）のある中上質の紙．折り跡あり．漢文仏典『方

廣大荘厳経』（『大正新脩大蔵経ＪＮ０．１８７，ｖｏｌ．３，ｐ．６０３ａ２１-２８』写本の紙背の二次利用．草轡体で

書かれており，ほぼ確実にモンゴル時代に比定できる．

１１６



１０

ｉｎｉｋｉｔｕ-ｎｕｎｇｔｉｉｇｄｉ

ｂａｉ５ａｑ-ａｔｕ-ｎｕｎｇｔｉｉｇｄｉ

卯ｘａ-ｎｉｎｇｔｉｇｄｉ

ｕｄ６ｉ-ｎｌｎｇｔｉｉｇｄｉ

ｋ６ｖｉｒｇｉＺ，-ｎｉｎｇ狙ｇｄｉ

ｋｉｄｉｎｉｉ-ｎｉｎｇｔ犯ｄｉ

ｓａｒｇｉｉ-ｎｉｒｌｇｔａｇｄｉ

ｓａｖｍ-ａ-ｎｉｎｇＵｉｇｄｉ

ｔｏｒｐｉ・ｎｉｎｇｔ犯ｄｉ

ｓａｖｉｎａｂｕｑａｓｎｉｎｇｔａｇｄｉ

イネキ＝トウのものが至った．

バチャカ＝トウのものが至った．

ディ ンハ の も の が 至 っ た．

ウドチのものが至った．

キョヴェルギスのものが至った．

キディネのものが至った．

セルギスのものが至った．

サヴマのものが至った．

トルピのものが至った．

セヴィンチ＝ブカのものが至った．

［語註］

ＨＩ，ｌｎ§ｋｉｔｕ：人名ｉｎａｋｉはペテルブルク所蔵の供出命令文書ＳＩ０．３９（ｌｉｎｅｌ４）にもみえる．これを

Ｍａｌｏｖ「ＵＲＤ，ｐｐ．１４１-１４２１はｉｋｉｒ二，２」と読むが，訂正すべき．Ｌｉｎｅ２にもみえるｔｕは周知の通り

仏僧の称号ｔｕｔｕｎｇ（＜ｃｈｉｎ．都統）の省略形である［小田１９８７１．

Ｈ３，卵ｘａｚ～（；ｈ・．談嗜～膜合～天合＜ｓｙｒ．Ｄｅ曲ｉ“Ｅｐｉｐｈａｎｙ，Ｅｐｉｐｈａｎｉａ（ｓｆｅｓｔ）”．キリスト教徒名．

Ｒ５出６ｖ§ｒｇｉｉｚ～ｐｅｒｓ．Ｋａｆｋａｚ～ｃｈｉｎ，関里吉思＜ｓｙｒ．Ｇｉｗａｒｇｉｓ唄（５ｏｒｇｉｕｓ）．キリスト教徒名．

Ｈ６，ｋｉｄｉａ：ｕｉｇ，ｋｉｄｉｎ「西」に由来する人名か．ＳＵＫＰＩ０２，Ｍｉ０６にみえる人名ｌ（ｊｄｉｒａも，あるいは

Ｋａｄｉｎａ～Ｋｉｄｉｎｉｉと改めるべきかもしれない．

Ｈ７，ｓｉｒｇ１不：＜町ＥＳｅｒｇｌｓ（Ｓｅｒｇｉｕｓ）．キリスト教徒名．

Ｈ８，ｓａｖｍ・ａ：～ｃｈｉｎ，掃馬＜ｓｙｒ．Ｓａｕｍｉ“ｆａｓｔｉｎｇ”，このキリスト教徒名をもつ人物としては，華北出身

のウイグル人ネストリウス教徒でバグダードの総本山に赴いたラッバン＝サウマ（ＲａｂｂａｎＳａｕｍｉ，別名

ＭａｒＢａｒＳａｕｍｉ）が有名．彼の名は西暦１２８９年４月にフレグ＝ウルス（ＨｔｉｋｇＵ-ｕｌｕｓ）第４代当主アルグン

（Ａｒ・βｎ，ｒ．１２８４-９１）が発行したウイグル宇モンゴル語書簡（Ｍｏｓｔａｅｒｔ＆Ｃｌｅａｖｃｓ１９６２，ＴｅｘｔＡ，ｌｉｎｅｓ５-６）で

もｍａｒｂａｆｓａｖｎ１-ａと記され，人名Ｓ・ｌｕｍｉは本文書と全く同じくＳ’ＶＭ-’と綴られる．

ＴｅｘｔｌＵ５２８９（ＴＭ８７）【ＢＢＡｗ】

［文書内容］人名リスト．

［備考］１３ｊｘ２０．０ｃｍ．Ｂｅｉｇｅｃｌａｉｒ～Ｃｈａｍｏｉｓ（ｚ．縦方向に漉き縞（５／ｃｍ）のある不均質な中質の紙．

上端に折り返し，ほぼ完．褒面は空白．草書体で書かれ，また人名バヤン（ｍｏＪａｙａｎ：ｌｉｎｅ６）がみえ

ることからもモンゴル時代に比定できる．

１

２

３

４

５

ｉ５１ｃｉ４-りｉｌａ

ｖａｐｓＵｉｎ

ｐｉｆｌｓａｉｎ

ｓ寵ｉａｎｉｕｍ

ｋｉｉａｔｉｉｍａｒ

オ キ ュゼ ＝ シ ラ

ヴ ァ プ ス イ ン

ピ ン ス イ ン

シ ン カ ン ＝ ス ム

キ ュ チ ＝ テ ミ ュ ル

１１７



１０

ｂａｙａｎ

ｙａ涵ｉ

瓦ｉｋｌｉｌ唸ｍＵｒ

’ａｓｉｉｎｔｉｉｍｚｉｒ

ｔｏｒａｉ

バ ヤ ン

ヤ シ ク

テ ュ ケ ル ＝ テ ミ ュ ル

エ セ ン ＝ テ ミ ュ ル

ト ル チ

［語註］

１２，ヽｒａｐｓｉＵｎ：ｃｈｉｎ．法泉を音写した人名．泉＊ｇｌｚｙａのウイグル字転写は第２音節以降でもＳＷＹＮ～

ＴＳＷＹＮとされるｋ．９．ｋａｉｎｔｓｕｉｎ＜玄泉，ｂｇｔｓｕｉｎ＜勝泉，ａｉｓ幽＜智泉．小田１９８’り，ｐ．６０-６２１．また専
＊哨ｗａ＞ｕｉ１１｛ごＷＹＮ，宣＊，４皿助＞ＴＳＷＹＮ，玄＊がｗａｌ＞ＫＷＹＮの例も参照［庄垣内１９１１’７，ｐ．６２１．

１３，ｐｉｉｓｉｉｉｎ：やはり漢語人名の「斌泉」もしくは「賓泉」の音写か．

ＴｅｘｔＪＵ％２３（’ｒＩＩＤ５２０）【ＢＢＡｗ】

［文書内容］人名リスト・棉布リスト．

［研究］Ｒａｓｃｈｍａｎｎ１９５｝５，Ｐ．１２７，Ｎｒ．３４（ｌｉｎｅｓｖ２-６）．

［備考］高１１１故城出土．１１．５×１１，２ｃｍ，Ｂ吻ｅ．漉き縞（４／ｃｍ）のある中下質の紙．上端のみ完．草書

体で書かれ，また人名モンゴル（Ｍａｌｇｏｌ：ｈｅｒ４）がみえることからもモンゴル時代に比定できる．

ｒｌ

ｒ２

ｒ３

ｒ４

ｒ５

ｒ６

ｒ７

ｒ８

ｒ９

ＶＩ

Ｖ２

Ｖ３

Ｖ４

Ｖ５

Ｖ６

［ｍｉｓｓｉｎｇ］
”ＸＷＤＷＮ［

ｍ・ｌ磁ｉｍｕ６［

■ｓ４ｉｒｉｉ【

ｍｏｎｇｏｌｂｕｑ-ａ【

６ｋ匈ｂｕｑ・【

ａｒｓｌａｎａａａｆｉ［

［ｌ£Ｗｂｕｑ-ａ［

【】ｙａｎｂｕｑ-ａ［

【 】 - ’ ［

［ｍｉｓｓｉｎｇ］

【ｍｉｓｓｉｎｇ】

【 １ （ 。 ） 【

【】（，。）ｉｋｉｂ６ｚｔｏｑｕｚｑａｒｉ【

【】ｂｉｒｂ６ｚｔｏｑｕｚｑａｒｉ【

ｂｌｒｂ６ｚｔｏｑｕｚｑａｒｉ【

ｂｉｒｂ６ｚｔｏｑｕｚｑａｒｙ【

ｂ６ｚｔｏｑｕｚｑ町ｉ【

１

１

］

］
ｌ
］
１
１
１
Ｊ

マ ＝ シ リム ン

ニ ス テ ィ リ ス

モンゴル＝ブカ

オキュズ＝ブカ

ア ル ス ラ ン 阿 閣 梨

‥‥ル＝ブカ

‥‥ヤン＝プカ

… … ２ 棉 布 ， ［ ９ 尺 ］ ‥ ‥

… ・ １ 棉 布 ， ９ ［ 尺 ］ ‥ ‥ ‥

１ 棉 布 ， ９ 尺 ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥

１ 棉 布 ， ９ ［ 尺 ］ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥

棉 布 ， ９ 尺 ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥
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［語註］

Ｊｒ２，ｍａｌｌｈｎｕｉ：ｍａはｓｙｒ，ｍａｒの不完全な音写か，あるいは漢語姓「馬」の音写か．§ｉｌｉｍｕｎ＜ｓｙｒ．

§１６ｍ（ｉｌｌ（Ｓａｌｏｍｏ）とあわせキリスト教徒名とみる．村山七郎［Ｍｕｒａｙａｍａ１９６４］によって解読された泉州

発現の漢文・シリア字テュルク文合璧墓碑銘にもｍａｒ-ｉ§１６ｍａｎ（＞ｃｈｉｎ．馬児失里門）という名のキリ

ス ト 教 司 教 が み える，

Ｊ「３，ｉｉｓ４１ｒｉｉ：＜ｓ５′ＥＮｅ・；ｔａｒｉ６ｓ（Ｎｔ・ｓｔｏｒｉｕｓ）．キリスト教徒名．

，Ｉｒ８，【ｌｙｓ：ＢｕｙａｎないしＢａｙａｎなど，頻出する人名要素を補うべき．

参 考 文 献 ・ 略 号 （ Ａ Ｂ Ｃ 順 ）

安 部 健 夫 １ ９ ５ ５ ： 『 西 ウ イグ ル 国 史 の 研 究 』 彙 文 堂 書 店．

Ａ１１ｓｅｎ，Ｔ．Ｔ，１９８３：ＴｈｅＹｕｉｎＤｙｎａｓｔｙａｎｄｔｈｅｕｉｇｈｕｒｓｏｆＴｕｒｆａｎｉｎｌｈｅ１３ｔｈＣｅｆｌｔｕｒｙ．ｌｎ：Ｍ．ｌｌｏｓｓａｔ）ｉ（ｅｄ．），Ｃ肋・ａａｌａ昭

励回１らＢｅｒｌｃｅｋｙ／ＬｏｓＡｎｇｅｌｓ／ＬＸ）ｎｄｏｎ，ｐｌａ４３-２８０，

ＡＯＦ：Ａ加ｒ如ｚ㎡ｉｊｃｊｌｆＦ∂ｒ・ｓｌ７／ｌｇｚｌｇｅｚｌ．

ＡＯＨ：Ａｃ忽Ｃ）４ｍ／１αｊ４（７４ｚぶ１㎝・Ｓｃｉ，！ｒｌｆｉ（ｚｒｍａｊｌｇαΓｉｃａ£

Ａｒａｔ，Ｒ．Ｒ．１９３７：Ｕｙｇぼｃａｙａｚｌｌａｒａｒａｓｌｎｄａ．７１１ｒＨｉ７ｒｉｌｚ，Ａ４ｉｒ幽ｇ）１２ｗ£ｆｚ７９７Ｆ！か７Ｚ）ｅφｊｊ：３（１９３１Ｓλｐｐ．１０Ｍ１２，＋ＩＰＬ

Ｂａｒｔｈｏｌｄ，Ｗ．Ｗ，：７Ｗ＆ｊｚｇｚｒ・由ｗｎｆＱｚ＆。ｊｌｆ㎝ｇθＩＺ，ｌｖａｊ泌，１（３．ｅｄふＬａｄｏｎ，１９６８．

ＢＢＡＷ：Ｂｅｒｌｉｉｌ-ＢｒａｎｄｅｎｂｕｒｌｌｉｓｃｈｅＡｋａｄｅｍｉｅｄｅｒＷｉｓｓｅｌｌ恥ｈａｆｔｅｎ（ＡｋａｄａｎｉｅｖｏｒｈａｂｅｎＴｕｒｆｉｌｎｆｏｒｓｃｈｕｎｇ）．

ＢＴｒｘｍ：Ｐ．Ｚｉｅｍｅ，＆４＆１１１ｊｊｆｌｊｄｌｆ＆α＆ｒ凶？１４１１ｄｌｚ四ｇ印面ｒびｉｇｚｌだｚｌ．Ｂ｛１ｒｎｎ，１９８５，

ＢＴＴＸＶＩ：Ｄ．Ｃｅｒｅｎｓｏｄｎｏｍ＆Ｍ．Ｔａｕｂｅ，Ｚ｝ｊＥＭａ昭ｄα・ｄｅｒ∂❹ｊｒｉｆ７ｚ４φｓゞｚｚｌｓｊｕｇＪｅｒｌｉｎ，１９９３，
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碑刻等史料の総合的分析によるモンゴル帝国・元朝の政治・経済システムの基礎的研究

【平成】２～１３年度科学研究費補助金・基盤研究（Ｂ）（Ｉ）研究成果報告書）別刷

２００２年３月
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